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表紙写真の説明

・「紅梅とメジロ」日時：２０１７年２月１日
場所：横浜市西区中央 戸部公園
昭和６０年卒 横浜中央支部 皆川 雅彦先生 撮影
・会務 平成２８年度評議員会報告

平成２８年度都道府県代表者会報告

・準会員のページ 平成２９年武道始め開催
少林寺拳法部 弓道部 空手道部

・クラス会だより 新葉会昭和６３年卒
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深川は東京都江東区の西側で，
言わずと知れた人情厚い下町の風
情がただよう地域です。
江戸三大祭りの一つとして有名
な深川祭りは，富岡八幡宮の祭礼
で３年ごとの８月１５日前後に本祭
りが行われます。暑さよけに水を
かけることから，「水かけ祭り」
とも呼ばれます。手でちょっと水
を振りかけるだけかと思いきや，
大きなバケツやひしゃくで思いっ

きりよく水をかける様は壮観で
す。鳥居をくぐると左側にそれは
大きなお神輿が飾られていて，祭
事以外にもその姿をみることがで
きます。
また現代美術館を含む広大な敷
地の木場公園はテニスコートや
バーベキュー広場もあり，秋の区
民祭りもここが会場となります。
もちろん江東区歯科医師会もブー
スをだして参加します。園内には

桜の木が多く点在しており都内有
数の桜の名所となっております。
また周囲の川沿いにも桜が多く，
春には目を楽しませてくれます。
この他にも，庭園としての評価
が高く桜と紅葉の美しい清澄庭園
や，キッザニア東京で有名なララ
ポートがあり，高層マンションの
立ち並ぶ豊洲やガンダムやフジテ
レビや観覧車のあるお台場など見
どころ満載の地域です。

ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

見どころいっぱい深川

深 川

富岡八幡宮 伊能忠敬像



焙煎カフェゾーンとしておしゃ
れな店が増えた清澄白河も今，熱
い地域です。長蛇の列ができた
ことで有名になったブルーボト
ルコーヒー，ALL PRESS，また
熱々のブリオッシュに冷たいアイ
スを挟んで人気のお店ブリジェラ

等々，あげればきりがありませ
ん。
昔から有名な馬肉のみの家，煮
込みの山利喜，日本で初めてカ
レーパンをだしたパン屋のカトレ
アなど，新旧のグルメも満載で
す。

この地に住んでいた平賀源内，
松尾芭蕉，伊能忠敬もきっとびっ
くりしていることでしょう。この
楽しい深川をどうぞ一度お訪ねく
ださい。

（昭和６０年卒 藤関雅子）

猿江恩賜公園（元々は幕府の貯木場）内の桜と横十間川から猿江恩賜公園の桜を望む 奥に見えるのはスカイツリーと都立
墨東病院（右奥） （昭和５７年卒 中澤 章 写真）

ふるさと自慢



平成２８年１月より総務厚生部の主任を仰せつかり
ました，昭和５９年卒の中島信也と申します。第１期
大山執行部以来，６年のブランクを経て再度総務を
担当させていただいております。第３期矢﨑執行部
も，任期の半分が経過しましたが昨年度には熊本地
震への対応，新設された都道府県代表者会の開催な
ど，新たな事業執行を含め多くの事業にあたってま
いりました。会員の皆様には，会務へのご理解と多
大なるご支援をいただき事業執行にあたらせていた
だいておりますことに，この場をお借りして御礼申
し上げます。
さて，昨年の都道府県代表者会では新たな試みと
して各都道府県間の連携，本部との双方向の情報交
換を行うことも目的として開催され，多くの意見交

換や協議がなされました。特に支部未加入者に対す
る対応につきましては，各都道府県においても共通
の課題として挙げられており，各都道府県や地域に
おいて様々な工夫が行われていることが報告されま
した。その対応は，若手の会員の支部加入をいかに
スムーズに進めていくかということに終始し，いず
れの支部，地域連合会においても大学との連携が必
須であることと結論付けられました。現在大学卒業
時に同窓会入会手続きとして，連絡先と帰省先を提
出いただき会員台帳に記入しておりますが，その後
臨床研修を終了した時点で，もしくは大学の医局を
離れた時点で移動先の該当支部に加入されないケー
スが多くあることから，支部未加入の状態になって
いることが多く挙げられております。この所属先が
変更になるときに本部が十分な把握ができるような
システムの構築を図ることが喫緊の課題であると考
えますが，卒業後は多くの会員が大学に所属する現
状にあることから，大学でも移動に際してその把握
を十分にしていただき，会員情報に関する本部との
連携は勿論のこと，各支部との連携もとれるように
していくことが重要であります。なるべく早い時期
に支部・本部・大学間の情報交換がスムーズに行わ
れるようなシステムの構築を図っていこうと考えて
おります。
さらに今年度の最重要課題には，昨年の評議員会
で協議いただいた共済制度の抜本的な改定に関わる
検討があげられております。この問題については，
評議員会で纏められました共済制度の根本的な改定
を軸に昨年１２月１４日付で総務厚生委員会にその検討
を諮問したところでありますが，会員にとって重要
な問題ですので，会員の意見を反映した検討を行う
ために，３月末ごろまでに各支部のご意見としてい
ただく事にしております。会員の皆様におかれまし
ては，各支部長に多くのご意見をお出しいただきま
すようお願いいたします。執行部と致しましては，
それらのご意見も考慮し本年度の評議員会に上程す
べく慎重に協議を進めていく所存です。
この一年には，このように多くの重要課題につい
ての対応が求められておりますので，会員の皆様の
益々のご理解とご支援をお願いいたします。

同窓会の重要課題と
その対応にあたって

総務厚生部常任理事

中 島 信 也

巻 頭 言
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理事会より

●理事会では，昨年１１月の都道府県代表者会および評議員会でのご意見
について様々な検討を続けています。また，共済制度の改革について
の考え方を次回の評議員会に提案できるように，理事会としての意見
をまとめる方向に向けて討議を開始しています。
本年もよろしくお願いいたします。

同窓会事業・行事

●平成２９年度東京歯科大学同窓会評議員会
と き 平成２９年１１月予定（詳細未定）

●TDCアカデミア２０１７
・卒後研修
・医療教養
・臨床セミナー
日程は４ページ参照

地域支部連合会・支部関係

●地域支部連合会会長の交代
平成２８年１２月３１日付
東海地域支部連合会 成瀬 健 氏（昭５０卒）

前連合会長 神田 潤二 氏（昭５０卒）

平成２９年１月１日付
東北地域支部連合会 本田 富彦 氏（昭４９卒）

前連合会長 鈴木 雅夫 氏（昭４４卒）
関東地域支部連合会 春山 良夫 氏（昭４６卒）

前連合会長 引田 正俊 氏（昭５２卒）

●支部長交代
平成２８年１２月３１日付
大分県支部 田中 一秀 氏（昭４９卒）

前支部長 吉武 勝 氏（昭４４卒）

平成２９年１月１日付
千代田支部 吉井 一雄 氏（昭５１卒）

前支部長 山田 茂子 氏（昭４７卒）

お 知 ら せ
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麹町支部 関谷 実 氏（昭５２卒）
前支部長 下江信太郎 氏（昭４４卒）

浅草支部 藤関 雅嗣 氏（昭５６卒）
前支部長 中野 正博 氏（昭５５卒）

豊島支部 上山 裕之 氏（昭５８卒）
前支部長 寺田 誠 氏（昭４７卒）

深川支部 中澤 章 氏（昭５７卒）
前支部長 大浦 好章 氏（昭５５卒）

島根県支部 竹原 茂央 氏（昭５９卒）
前支部長 山本 昭彦 氏（昭４６卒）

鹿児島県支部 森原 和久 氏（昭５１卒）
前支部長 吉嶺 光 氏（昭５０卒）

母校関係行事・案内

●第１２２回東京歯科大学卒業証書・学位記授与式
と き 平成２９年３月１５日（水）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎新館 血脇記念ホール

●平成２９年度東京歯科大学入学式
と き 平成２９年４月５日（水）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎新館 血脇記念ホール

●東京歯科大学歯科衛生士専門学校卒業式
と き 平成２９年３月１０日（金）
ところ ホテル ザ・マンハッタン

●東京歯科大学短期大学歯科衛生学科入学式
と き 平成２９年４月４日（火）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎新館 血脇記念ホール

●平成２９年度東京歯科大学学会
第３０３回例会 平成２９年６月３日（土）東京歯科大学水道橋校舎新館

演題締切 ４月４日（火）正午

ご家族の会員（夫婦，親子，兄弟等）で，複数冊の同窓会会報送付を希望されない方は，事務局
で対応いたしますのでご連絡ください。
なお，会費の減額はございませんので，ご理解いただければ幸いです。

お 知 ら せ
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平成２９年度 理事会・常任理事会，TDCアカデミア２０１７，広報部広報委員会

年 間 開 催 日 程 表

広報部広報委員会

開催日 作業内容

１月１２日（木） ２月号編集

２月１０日（金） 年間企画

３月１３日（月） 年間企画

４月１４日（金） ６月号企画

５月１２日（金） ６月号編集

６月９日（金） 年間企画

７月１９日（水） 年間企画

８月７日（月） １０月号企画

９月４日（月） １０月号編集

１０月１３日（金） １２月号企画

１１月１０日（金） １２月号編集

１２月１３日（水） ２月号企画

平成３０年
１月１２日（金） ２月号編集

TDCアカデミア２０１７

開催日 セミナー名

４月２３日（日） 卒後研修
ベ ー シ ッ ク セ ミ ナ ー

５月２０日（土） 臨床セミナー
エ ン ド セ ミ ナ ー

５月２１日（日） 臨床セミナー
エ ン ド セ ミ ナ ー

６月１１日（日）
臨床セミナー
Part１ 補綴セミナー
Part２ スポーツ歯科セミナー

７月９日（日） 臨床セミナー
ペ リ オ セ ミ ナ ー

９月３０日（土） 臨床セミナー
Ｍ Ｔ Ｍ セ ミ ナ ー

１０月１日（日） 臨床セミナー
Ｍ Ｔ Ｍ セ ミ ナ ー

１１月１２日（日）
医療教養
Part１ リベラルアーツ講座
Part２ フロントランナーセミナー
Part３ 医療教養セミナー

毎月第２水曜日 TDC研修倶楽部
毎月第３水曜日 デンタルスタッフミーティング
毎月第４木曜日 歯科臨床を語る会

理事会・常任理事会

開催日 区 分

１月２５日（水） 第１回 常任理事会

２月２５日（土） 第１回 理事会

３月２９日（水） 第２回 常任理事会

４月１５日（土） 第２回 理事会

５月２４日（水） 第３回 常任理事会

６月１７日（土） 第３回 理事会

７月２６日（水） 第４回 常任理事会

９月１６日（土） 第４回 理事会

１０月１８日（水） 第５回 常任理事会

１１月１８日（土） 第５回 理事会

１２月１６日（土） 第６回 理事会

（理事会６回・常任理事会５回）

お 知 ら せ
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このたびの平成２８年４月１４日，１６日に発生しました熊本地震の被災に対してたくさんのお見舞いの言葉

ならびにご支援まことにありがとうございます。

前例のない２度の震度７を経験し余震回数は４，２００回を超えました。当初避難所のみで１８万人以上も受

け入れた避難所はすべて閉鎖され，避難者は仮設住宅，みなし仮設住宅ならびに修復された自宅に引っ越

されています。全壊した住宅の解体は熊本県下でまだ２０パーセント程度と進まず，半壊や一部損壊の修復

はもっと遅れているのが現状です。会員の被害は県央（震源地益城町，近隣の熊本市）に集中しており，

県北，県南の会員ならびに診療室には大きな被害はありませんでした。幸いにも道路が寸断された阿蘇地

方には会員の診療室はありませんでした。ライフラインの破断で１週間，長いところではそれ以上の休診

がありました。会員には大きな怪我もなく仮復旧の診療室もありますが診療に当たっています。

１２月４日あいにくの雨の中，矢﨑会長には被災地のご視察をいただきました。熊本のシンボルである熊

本城の石垣の崩れ，櫓の崩壊ならびに隣接する神社の被害などや水位の低下した水前寺公園（熊本の水道

水は１００％地下水で水道の心配がされました），益

城町では最も被害が大きかった矢毛石歯科を訪問

され，解体の始まった自宅，復旧した診療室，地

割れの残る庭や駐車場ならびに修復された護岸を

視察されました。震源地付近まで足をのばされ，

まだ修復途中の橋や道路も冷たい雨の中，長時間

の視察をされました。

皆様のご支援誠にありがたく心より感謝申し上

げます。

２０１６年熊本地震に対してのご支援のお礼

熊本県支部長 河 野 生 司

熊本城視察中 やけいし歯科訪問

お 知 ら せ
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第４回新進会員のつどいを振り返って
今回は新進会員の学生時代の父といっても過言ではない，各
期の学年主任の教授陣に講演をしていただきました。初めは，
忙しい主任の先生方一同にお集まりいただくのは実現が難しい
かとも思ったのですが，同窓会の先生方のご支援，実行委員の
努力もあって開催にたどり着けました。何よりも，主任の先生
が快諾をしてくれたことが幸いでした。それだけでなく，イン
パクトを重視し，先生方の顔を全面に出すデザインにした今回
のポスターに関しても，嫌な顔一つせず写真を提供して下さい
ました。
当日は学生時代の裏話や，思い出話に加え，各分野でのホッ
トトピック，学生ではなく歯科医師となった今の私たちにとっ
て大切なことが何なのかを，時にユーモアを交えてお話しいた
だき，非常に有意義な時間となりました。新進会員の皆様も学
生の時とは違い歯科医師という視点で話を聞くことにより，い
ろいろと考えさせられるものになったと思います。
また懇親会では，自分のお世話になった主任教授だけでな

く，授業でお世話になった先生方，同期の友人，先輩，後輩と
楽しい時間を過ごせる場が提供できたと思っております。中には遠方から飛行機でいらしていた方もい
らっしゃいました。この懇親会が各期における同窓会開催の一助になれば幸いです。
最後に，講演してくださった先生方，お忙しい折にも関わらず時間を割いて下さり誠にありがとうござ
いました。また，参加してくださった同窓生の皆様，準備に携わった実行委員の皆様に心より厚くお礼申
し上げます。 第４回新進会員のつどい実行委員会委員長 石川宗理（平成２４年卒）

第５回新進会員のつどい実行委員会 委員長挨拶
多くの方々のご支援を頂きながら，この新進会員のつどいも５回目を迎えることとなりました。私は１
回目の頃からこのつどいのお手伝いをしてきましたが毎年非常にユニークなテーマで行われてきました。
卒業生の進路について，また開業までの道のり，あるいは女性歯科医師の生き方など非常にバラエティー
に富んだ内容であったかと思います。他の勉強会では聞くことができないような内容がこの新進会員のつ
どいの強みではないかと思います。
この度，第５回新進会員のつどい実行委員会の委員長を務めさせて頂くこととなりましたが，今年もこ
の強みを生かし今まで以上に皆さんが興味を持って頂けるような内容を準備できればと考えています。始
まったばかりで不慣れな点などもあるかと思いますが，参加者の皆さんが楽しんで頂けるよう取り組んで
いきたいと思います。 第５回新進会員のつどい実行委員会委員長 木村基善（平成２５年卒）

重点事業へのアプローチ

若手会員との連携
「第４回新進会員のつどい」ご報告 第二弾
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che
ck!

次回は，１１月５日開催予定です。新進会員の皆さん，集まりましょう！！

重点事業へのアプローチ
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今年度から都道府県代表者会が
評議員会と同日に行われることと
なったため，平成２８年度評議員会
は時間を短縮し１１月２０日（日）午
後からの開催となった。新たな試
みとして，母校のご厚意により，
水道橋校舎本館１３階の教室が使用
された。

叙勲・褒章受章者顕彰式
評議員会の冒頭で，平成２７年秋

の叙勲（該当者７名），平成２８年
春の叙勲（同１１名），平成２８年春
の褒章（同１名），高齢者叙勲（同
１名）受章者の紹介が行われた
（表１に対象者）。当日は２７年秋
の叙勲受章者から２名の先生が，
２８年春の叙勲受章者から６名の先
生が，また２８年春の褒章受章者と
高齢者叙勲受章者がそれぞれ出席
され，矢﨑秀昭会長より顕彰状と
記念品が伝授され，顕彰者を代表
して川越文雄先生が謝辞を述べら
れた。

会長および来賓挨拶
臼井文規専務理事の進行のも
と，澁谷國男副会長の開会の辞で
平成２８年度評議員会は開幕した。
評議員定数６２名全員の出席があっ
た。
まず矢﨑会長が挨拶に立ち，

１２０周年記念事業の報告，大学に
対する連携と支援の現状及びさら
なる協力のお願い，同窓会の課題
と今後の対応についてなど，幅広

く考えが示された（内容について
は１１～１２ページ）。
続いて来賓を代表して水野嘉夫
理事長（要旨は１２～１３ページ），
井出吉信学長，島村 大参議院議
員よりそれぞれご挨拶をいただい
た。

平成２８年度評議員会報告

会 務

叙勲の先生方 澁谷國男副会長

臼井文規専務理事
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議長・副議長の選出
議場からの執行部一任の声を受
け，議長に大井誠一評議員（関
東），副議長に市川敬一評議員（東
京）が選出された。議長より４名
の評議員の代理出席がある旨の報
告があり，承認された。議事録署
名人には黒澤祐一評議員（東北），
西山 潔評議員（関東）が指名さ
れた。また全員でこの１年間の逝
去会員に対する黙祷が捧げられ
た。

報 告
まず，井出学長から「東京歯科
大学の現況」について報告があっ
た（詳細は１３～１５ページ）。さら
に２９年度から東京歯科大学短期大
学歯科衛生学科が開校するため，
短期大学学長に就任される石井拓
男先生から，短大に関する説明と
報告が加えられた。

石井拓男法人主事

臼井専務理事による会務報告
は，熊本地震に対する対応，現在

の執行部の体制，１２０周年記念事
業の報告，運営の重点項目，事業
内容，同窓会の抱える問題点など
広範囲にわたった。
福本恵吾常任理事からは平成２８

年度会計現況報告および共済金現
況報告があった。
高原正明評議員（関東）より鳥
取地方の地震に対する対応につい

ての質問があり，臼井専務理事か
ら，特に募金等を行う予定はない
旨の回答があった。

議 事
第１号議案は河田英司名誉教授
を名誉会員に推薦するものであ
り，満場一致で承認された。
第２号議案は，いわゆる推薦会
員に対する共済規程の一部改正に
係るものであり，異論なく可決さ
れた。なおこれに伴い会則施行細
則第１条１項五が削除されること
となる。
第３号議案から第７号議案は平
成２７年度決算に関する議案で，一
括上程された。第３号議案から第
６号議案については福本常任理事
が，第７号議案については中島常
任理事が説明したうえで，春山
良夫常任監事が監査報告を行い，
逐条審議，採決が行われた。岡野
昌治評議員（東京）から時局対策
費積立金の支出について質問が
あったが，いずれも原案通り可
決・確定した。

大井誠一議長・市川敬一副議長

島村 大参議院議員

福本恵吾常任理事

高原正明評議員（昭和５２年卒・関東）

会 務
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第８号議案から１０号議案は平成
２９年度事業計画，入会金・会費，
経常部収支予算に係るものであ
る。事業計画については臼井専務
理事が，その他については福本常
任理事が説明し，逐条で審議され
た。会費について木俣 茂評議員
（関東）から値上げを求める意見
があったが，３議案とも原案通り
可決・確定した。これにより平成
２９年度の卒後６年目から１０年目の
会員は新進会員と同額の会費とな
ることが決った。また古澤博行評
議員（東京）から，１カ所に複数
の会報が送られてくることと会費
との関連を問う発言があり，臼井
専務理事から，届け出をしていた

だければ１冊のみ送付することは
可能であるが，会費は別の問題と
の回答があった。
その後，第１１号議案から１５号議

案として平成２９年度の「共済負担
金」，「特別会計収支予算①高山・
血脇記念同窓会基金」，「特別会計
収支予算②共済基金，名簿積立
金，退職積立金」，「卒後研修セミ
ナー，積立金収支予算」，「時局対
策費積立金収支予算」が上程さ
れ，いずれも原案通り可決・承認
された。高山・血脇記念同窓会基
金では，母校に対する水道橋校舎
施設設備整備資金の寄付として，
１千万円の支出が認められた。

協 議
執行部から「共済制度につい
て」の協議題が提示された。中島
常任理事から，現行の共済制度は
平成２５年度の評議員会で承認され
たが，５年後の見直しが付帯決議
されているため，その対応とし
て，広く意見を伺いたい旨の説明
があった。
黒澤祐一評議員（東北）からは
共済制度廃止もやむなしとの意
見，新倉良一評議員（関東），木俣
評議員，鈴木雅夫評議員（東北）
からは制度の見直しの意見が述べ
られた。また福﨑博生評議員（四
国）からは現行の制度の疑問点に
ついて，西村亮介評議員（近畿）

中島信也常任理事

春山良夫常任監事

岡野昌治評議員（昭和５２年卒・東京）

古澤博行評議員（昭和５１年卒・東京）

木俣 茂評議員（昭和５１年卒・関東）

新倉良一評議員（昭和５０年卒・関東）

黒澤祐一評議員（昭和５１年卒・東北）

鈴木雅夫評議員（昭和４４年卒・東北）

福﨑博生評議員（昭和５７年卒・四国）

会 務
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評 議 員 会 挨 拶

からは高齢の会員に対する共済制
度の在り方について発言があっ
た。広瀬 秀評議員（信越）から
は地域，支部に持ち帰り協議した
い旨の提案があった。
これを受けて中島常任理事よ
り，協議で出た意見を参考にしな

がら，今後，総務厚生委員会に諮
問し，その答申を踏まえて執行部
案を取りまとめていく方針が示さ
れた。

早速晴邦副会長の閉会の辞で平
成２８年度評議員会は滞りなく閉幕

し，会場を西棟１階のラウンジに
移し懇親会が行われた。

註：評議員は各地域支部連合会単
位で選出されるため，所属は地域
支部連合会名としています。

矢﨑秀昭会長

皆さまには，ご多忙の中，遠方
よりご参加賜わり，誠にありがと
うございます。
本年より，この評議員会の前の
午前中に都道府県代表者会を開催
しておりました。この都道府県代
代表者会では主として各都道府県
におきます諸問題について，各代
表の方にご出席いただき検討をい
たしました。本評議員会で昨年度
の決算，本年度の事業の状況，さ
らに来年度の事業計画，来年度の
予算等を中心に検討いただくこと

になっております。ご協議のほ
ど，よろしくお願い申し上げま
す。
昨年開催されました東京歯科大
学同窓会創立１２０周年記念会に
は，評議員の皆さま方のご協力に
より，８００名に及ぶ会員・来賓の
方にご参加賜わり，大変盛会とな
り，改めて御礼申し上げます。こ
の記念会の記録と，東京歯科大学
同窓会の長い歴史を刻みました記
念誌は，８月に発行いたしまし
た。広報委員方々はじめ多くの
方々のご協力により，記念誌の内
容や写真など大変好評でございま
す。しかしながら，この記念誌の
発送に関しまして，印刷会社の手
違いがございまして，封筒に発行
元の同窓会の名前が記載されてお
りませんでした。そのために全国
の皆さま方に大変不審な思いをさ
せてしまいましたことを，改めて

お詫び申し上げます。
さいかち坂校舎に新入生も，既
に５年生となり，水道橋病院ある
いは千葉病院等に登院をして，張
り切って臨床実習に励んでおられ
ます。本年３月に完成いたしまし
た西棟におきまして，臨床教育の
さらなる充実が図られ，後程，大
学より紹介がありますが，新たに
短期大学歯科衛生学科が開校いた
します。この短大につきまして
は，現在，推薦入学の学生の募集
をしておりますので，ぜひ短大へ
の受験生をご紹介いただきますよ
うお願い申し上げます。
この西棟は，大変素晴らしくで
きて，後程，この西棟で懇親会等
を行いますので，是非ご参加賜わ
り，さらに短大等も見学していた
だきたいと思います。しかしなが
らご存じのように，東京オリン
ピックあるいは災害復旧等で建築

西村亮介評議員（昭和４７年卒・近畿） 広瀬 秀評議員（昭和４７年卒・信越） 早速晴邦副会長

会 務
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費の高騰もございまして，現在，
西棟の建設に対する財政状態は大
変厳しくなっております。既に水
道橋に大学が移転するということ
で，５億円を目標としまして，同
窓の皆さま方から大学にご寄付を
いただいてまいりました。
まず血脇記念ホールの建設に際
しまして，１，７００名余の方から３
億１，４００万円ほどの寄付をいただ
きまして，本当にありがとうござ
いました。また新たに西棟の建設
ということで，皆さま方に寄付を
お願いしておりまして，現在３００
名余から５，７００万円余が寄付され
ております。引き続き大学へのご
支援，あと１億３千万いうことを
井出学長からも言われておりま
す。ぜひ皆さま方のご支援をよろ
しくお願い申し上げます。
本日，事前に配付いたしました
総務厚生委員会の答申書にござい
ますように，現在，同窓会にとり
まして最大の課題は，やはり若手

の会員が各支部に入ってくれな
い，同窓会あるいは歯科医師会離
れを若手の先生方が起こしている
ということに対する対応です。そ
れに対しまして，執行部としまし
ては，学生を同窓会の準会員とし
まして，大学のご厚意で各教室等
におきまして，学生に同窓会の意
義，あるいは各支部での同窓会の
活躍等の説明を行っております。
さらに卒業後５年目までを新進会
員として，また，卒業後６年目か
ら１０年目までに対しまして会費の
減額等の総務厚生委員会からの答
申もなされております。しかしな
がら，なかなか実効が上がってい
ないということもあり，今後とも
評議員の皆さま方の協力を得まし
て，若手との連携，同窓会各支部
への入会を進めていきたいと思っ
ております。
また会員との連絡は，現在まで
ファックスとかメールだけでした
けれども，今後は新たなネット

ワークシステム，あるいは SNS
の LINE等を使った連絡網を構築
する必要性を改めて感じておりま
す。
同窓会の共済制度については以
前から種々議論されております。
しかしながら，今のところまだ，
はっきりした方策が出ておりませ
ん。本日の評議員会の協議題にも
出してございますので，ぜひ皆さ
ま方，共済制度を今後どのように
して行くのが良いかを，多くの評
議員の皆さま方のご意見を受け賜
わり，同窓会としての対応を考え
ていきたいと思っております。
後程懇親会もございます。皆さ
ま方，ぜひご出席いただきまし
て，評議員同士，そして大学の先
生方との懇親を深めていっていた
だきたいと思います。
本日はお忙しい中，本当にあり
がとうございます。よろしくお願
い申し上げます。

水野嘉夫理事長

私が理事長に就任し，３年目を
迎えました。この間の水道橋移転
事業は，今のところ順調にいって
おり，西棟も完成し，現在の本館
の工事をもって終了となります。
それにつきましては，後ほど，学
長から説明があると思います。

私の同窓会に対する気持ちは，
同窓会創立１２０周年記念誌に書か
せていただきました。
先日ふと，昨年同窓会創立１２０
周年記念式典で配られました，新
潟テレビ制作の血脇守之助先生の
DVDをもう一度見てみました。
血脇先生の偉大さを改めて感じた
と同時に，血脇先生の人柄，包容
力というものを非常に感じまし
た。私は慶應義塾大学出身です
が，慶應義塾の福沢諭吉先生と同
じような存在が，東京歯科大学に
おいては血脇守之助先生ですし，
また，血脇先生と福沢先生とは非
常に関係が深いということで，私

も東京歯科大学のために働かせて
いただくことを大変嬉しく思いま
す。
慶應義塾大学医学部も，来年，
創立１００周年を迎えるにあたり，
総工費約３００億円で新棟を建てる
計画がございます。慶應義塾は，
寄付の文化が色濃い学校ですの
で，塾全体で１００億円の寄付を集
めることになりました。慶應の医
学部卒業生は，東京歯科大学の卒
業生と同じぐらいの人数かと思い
ますが，我々に与えられました寄
付金額の目標は，３０億円でした。
残りの２７０億円は，塾並びに慶応
病院が賄うということでした。こ

会 務
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の５年間，同窓会を中心として集
めてまいりました。私も３年前ま
では同窓会副会長でしたので，私
自身も寄付をしましたし，寄付の
文化について，身をもって感じて
まいりました。今現在，集まった
寄付金は，約１６億円に近づこうと
しているところです。これは並々
ならぬ努力の賜物だと思っていま
す。このような寄付集めは，慶應
義塾創立１２５周年（１９７３年）の時
もありました。現在となっては，
旧館と称される病院を建てるた
め，当時，約２５億円を集めたので

す。それから比べると，簡単かと
思っておりましたが，なかなか手
強く，同窓会理事で募金委員会を
設置し，朝から晩まで考えに考え
抜き，手を尽くしました。それで
もまだ，あと１０億円足りない状況
です。最後の最後まで諦めずにや
ろうと考えております。一番感じ
たことは，我々も同窓と言いなが
らも，母校から離れているという
ことでした。寄付を集める時に
は，同窓生が母校とどれ程の関係
を持つかということが，大きな課
題となると思います。

この東京歯科大学においても，
こうして移転ができましたこと
は，先生方のご理解・ご協力のお
陰です。ここまでの１２０数年の伝
統は，血脇守之助先生の建学の精
神のもと，その門下で学んだ先生
方のお力添えのお陰だと思ってお
ります。これからも是非とも，東
京歯科大学のために，ご協力をい
ただきたくお願い申し上げます。
最後に，本日の評議員会が無事
に終了しますことを祈念いたしま
して，ご挨拶にかえさせていただ
きます。

井出吉信学長

評議員の皆さま，こんにちは。
日頃より大学をご支援いただき
まして，誠にありがとうございま
す。後程時間をいただいて，大学
の現況についてお話をさせていた
だきます。よろしくお願いいたし
ます。（拍手）

東京歯科大学の現況報告
〈スライドを使用しての説明〉
本年６月から新しい人事とな
り，私は再度学長を務めさせてい
ただくことになりました。副学長
には一戸達也教授と橋本正次教
授，大学院歯学研究科長は櫻井
薫教授，水道橋病院長は矢島安朝
教授，千葉病院長は一戸副学長が

兼任，市川総合病院は西田次郎教
授に就任していただいておりま
す。
東京歯科大学が水道橋への移転
事業を開始してからちょうど５年
目になりますが，来年３月をもっ
て移転は完了します。ただいま病
院内の改修を行っており，明日か
ら病棟を２カ月ほど閉鎖して改修
するところでございます。
千葉病院は研修生，学生の臨床
教育に当たっており，教育機関と
して大変重要な役割を果たしてお
ります。スタッフの大半が水道橋
に来ていて診療の予約が取り難い
為，沢山の患者様に大変ご迷惑を
おかけしております。千葉病院の
収支は非常に難しく今後の課題に
なっております。そのため，千葉
病院の入り口にファミリーマート
と薬局を新設しました。また，職
員駐車場であった約５，０００坪の敷
地をスーパーに貸して，賃貸収入
を得ることといたしました。
市川総合病院では，臨床教育に
も力を入れております。病院内

に，静脈注射，採血，内視鏡検
査，血圧測定等各種検査など実習
を行えるスキルスラボを設置しま
した。ここでは登院生，研修医，
看護師などが共に学び，同時に
チーム医療の習得にも役立つカリ
キュラムを組んでいます。
水道橋病院，千葉病院，市川総
合病院の３病院を有していること
が東京歯科大学の大きな特徴であ
り，これをできるだけ発展させな
がら維持していきたいと考えてい
るところでございます。
先程矢﨑会長からのご紹介にも
ありましたが，二次計画で西棟が
この３月に完成しました。１階に
ラウンジ，２階に保存科診療室，
３階に中央技工室およびシミュ
レーション室，４階に手術室，５
階に東京歯科大学短期大学歯科衛
生学科の実習室となっておりま
す。
これは今年の新入生でございま
す。水道橋に移転してから，１年
生から４年生において女子学生が
半分以上超えています。教養科目
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の女性教員である湖城 麗先生や
歯科の臨床系講座で初めて女性教
授となった歯科放射線学講座の
後藤多津子先生に女子学生のいろ
いろな悩みを聞いていただいてお
ります。職員についても女性が非
常に多いので，これからはさらに
女性が働きやすい職場環境を整え
る必要があると考えております。
これは解剖慰霊祭の写真です。
血脇記念ホールで行っておりまし
て，２年生全員が出席しておりま
す。
これは４年生の小児歯科実習風
景ですが，同窓の先生方に実習，
授業において，指導教員として積
極的に参加していただいておりま
す。先生方には非常に丁寧に言葉
遣い等の態度教育も含めて指導し
ていただき，大変感謝しておりま
す。５年生で登院しますが，４月
に登院して１週間ぐらいはただ
立っているだけなのですが，何日
か経ちますと，このように治療に
参加できるようになって参りま
す。
西棟に新しく完成したオペ室で
は，映像システムも整備し画像の
配信も非常にスムーズで，学生も
見学しやすくなっています。
去年もお見せしましたが，この
グラフは私が生まれた１９４７年頃の
日本の人口の動態で，まさしく人
口ピラミッドになっています。
２０３０年，現在の学生が一番活躍す
るぐらいの時期になりますと，８０
歳以上の人口が非常に増えます。
１９５０年には９０歳以上がほとんどい
ないわけですが，２０３０年になりま
すと９０歳以上が多くなる。患者様
は何かしらの疾患を持っていると
いうことが十分考えられます。在

校している学生の２０年後を念頭に
置いた教育を，東京歯科大学はい
ま力を入れてやっておりますが，
このような意味から，３病院で臨
床実習することが非常に有効だと
考えております。
国家試験ですが，今年３月の結
果は良かったのですが，来年につ
いては非常に苦労しているところ
でございます。しかし，次の結果
もいいように，学生には頑張って
もらいたいと思っています。
これは平成２９年度の推薦入試の
風景でございます。今年は指定
校・公募推薦共に，お蔭さまで受
験生は去年よりわずかですが増え
ました。大学は受験生がいないと
始まりませんので，評議員の先生
方には是非とも受験生をご紹介い
ただければと思います。
平成２９年４月に東京歯科大学短
期大学歯科衛生学科が開学いたし
ます。短期大学の学長に石井拓男
法人主事が就任予定ですので，ご
説明をさせていただければと思い
ます。

〇石井法人主事
このようなパンフレットが既に
先生方のお手元に届いているかと
思います。今スライドが出ており
ますけれども，この後，１４階に上
がっていただき，ぜひ短期大学の
施設を目で見ていただきたいと思
います。西棟５階の総合実習室を
ご覧いただくとわかりますが，歯
科関係者，教育関係者，雑誌社，
機械メーカーなど，見学された
方々はこのような衛生士教育機関
は他にはないとどなたも絶賛され
ます。見学に来た受験生も，ここ
にぜひ入りたいと思うようです。

ところが，初めてゼロから水道橋
に短期大学を作りましたので，受
験生の募集に苦慮しているところ
です。先生方の親戚・縁者の方で
衛生士を目指そうという方がおら
れましたら，ぜひ紹介いただきた
いと思います。
ご存知の通り，現在歯科衛生士
の求人は非常に多く出ており，歯
科界では衛生士が足りないという
声があるにも関わらず，それが高
校生には届いていません。是非と
も先生方のご尽力をお願いしたい
と思います。

〇井出学長
今，石井先生に説明していただ
きましたが，都内には沢山の歯科
衛生士専門学校があります。他の
学校に比べて授業料が高いわけで
もなく，設備についても申し分の
ないことから，他の専門学校に比
べ本学の短期大学の教育環境の方
が良いのは間違いありません。ぜ
ひとも受験生をご紹介いただきた
いと思います。
決算についてですが，去年は１８

億円ぐらいの黒字が出ていまし
た。昔と違って，現在の大学は授
業料がほとんど黒字の要因を占め
ています。大学と市川総合病院で
比べると，市川総合病院は収入が
だいたい大学の３倍ありますが，
収支差額で利益は大学の三分の一
以下です。他の歯科大学は授業料
を下げていますが，本学は授業料
を下げていませんので，国家試験
の合格率を維持すると共に，質の
高い教育をこれからも行っていく
必要があります。
最後にお話ししたいのは，臨床
研修医の話です。卒業したら必ず
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臨床研修を受けることが法律で決
められております。臨床研修の施
設には，単独型，管理型，協力型
などがあります。大学に関して申
し上げると，１年間在籍するのは
単独型で，本学の施設で４カ月研
修し，協力型施設で４カ月から８
カ月研修するというのが複合型で
す。協力型の施設が水道橋病院だ
と７３，千葉病院では１７０ぐらいあ

ります。まずは同窓の先生方に協
力型施設になっていただいて，研
修医を育てていただきたい。それ
が歯科医師会が謳っている生涯教
育一環の始めと考えますので，ご
理解，ご協力をいただきたいと存
じます。
私は学生には，必ず同窓会と歯
科医師会に入るよう日頃からよく
話しております。また，学生部長

であり同窓会常任理事でもある
佐藤 亨先生が同窓会と協力しな
がら同窓会に入るための施策を一
生懸命行っております。今後とも
大学へのご支援をよろしくお願い
いたしまして，現況の報告とさせ
ていただきます。ありがとうござ
いました。

平成２７年秋の叙勲受章者
旭日小綬章 川越 文雄 昭和３１年卒 群馬県支部
旭日双光章 酒井 雄学 昭和２９年卒 渋谷支部
旭日双光章 北原 一幸 昭和４５年卒 南信支部
瑞宝双光章 杉本 是孝 昭和２４年卒 宮城県支部
瑞宝双光章 駒橋 典夫 昭和２６年卒 秋田県支部

平成２８年５月２６日逝去
瑞宝双光章 楠崎 渥 昭和３３年卒 三重県支部
瑞宝双光章 前田 耕道 昭和３８年卒 和歌山県支部

平成２８年春の叙勲受章者
旭日小綬章 浅野 薫之 昭和４０年卒 千葉県支部
旭日双光章 下島 計雄 昭和３５年卒 南信支部
旭日双光章 斉藤 直身 昭和３６年卒 群馬県支部
旭日双光章 横井 利之 昭和４０年卒 静岡県支部
旭日双光章 沖 光博 昭和４０年卒 宮崎県支部
瑞宝小綬章 腰原 好 昭和３５年卒 千葉県 名誉会員
瑞宝双光章 佐藤 貞彦 昭和３３年卒 練馬支部
瑞宝双光章 中川 武憲 昭和３４年卒 静岡県支部
瑞宝双光章 中江千万紀 昭和３９年卒 栃木県支部
瑞宝双光章 緒方 史朗 昭和３９年卒 熊本県支部
瑞宝双光章 澁谷 國男 昭和４３年卒 板橋支部

平成２８年春の褒章受章者
藍 綬 褒 章 沖 義一 昭和５１年卒 高知県支部

高齢者叙勲
瑞宝双光章 西村 秀祐 昭和２５年卒 愛知県支部

註：平成２８年秋の叙勲受章者はすでに公表されていますが，平成２９年
度評議員会での紹介となります。

表１ 平成２８年度評議員会で紹介された叙勲・褒章受章者（敬称略）
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平成２８年度都道府県代表者会報告

平成２８年度東京歯科大学同窓会
都道府県代表者会が，評議員会開
催日の１１月２０日評議員会に先がけ
て午前１０時より，東京歯科大学水
道橋校舎本館１３階第２講義室にて
開催された。
本会議には，奈良県をのぞく全
国４６都道府県より，各都道府県を
代表する会員及び執行部側から理
事会メンバーが出席した。
中島信也総務担当常任理事の司
会のもと，財部副会長の開会に始
まり，矢﨑会長の挨拶があった。
矢﨑会長は，挨拶の中でこの都道
府県代表者会は，評議員会とは別
に各支部ごとの会員の意見を聞
き，今後の執行に役立てること。
さらには各都道府県と本部の連携
を強めていくために忌憚のない意
見交換を行う場にしたいと述べ
た。会長挨拶の後，熊本県支部の
河野支部長より，熊本地震に対す
る同窓よりの物心両面での支援に
対し，感謝の言葉が述べられた。

その後出席者紹介に続き，本部報
告として臼井専務理事並びに各所
管を担当する常任理事から報告し
た。次いで各都道府県からの報告
では，事前に送付いただいた報告
に追加発言があり，内容が各都道
府県共通の課題である支部未加入
対策に関するものが中心であった
ため，そのまま協議１）の「支部
未加入者対策」に移行し，各地域
の代表者からの発言を中心に活発

な意見交換が行われた。ここで
は，各支部において行われている
支部未加入の若手会員への対応が
中心になったが，この問題につい
ては大学との会員情報に関わる連
携が重要であり，今後大学，本部
とも十分な連携をとって対応でき
得るシステムの構築が望まれた。
協議２）では，「対外的に強い
同窓会組織を目指して」として歯
科医師会，歯科医師連盟，学校歯
科医会等の関係団体における人材
の推薦とポストの確保について，
本部の考え方を提示し各都道府県
の意見を求めた。

当日の協議における主な意見・承
認事項
①支部未加入対策についての各県

河野生司支部長（昭和５６年卒）財部正治副会長

中島信也常任理事 矢﨑秀昭会長

臼井文規専務理事
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の対策についての意見交換
•若手会員への入会勧奨を進める
ために，大学を離れる時点での
会員の把握が出来ないか。
•地域ごとに大学の県人会と連絡
を取り，会への参加や援助を行
うことにより，地域出身者を把
握することが重要であり，これ
については大学の理解と協力が
不可欠。
•歯学体などで各地を訪れる学生
に対しアプローチすることによ
り，同窓会組織の良さをアピー
ルできるのではないか。そのた
めに開催情報の提供が必要。
•本部で把握している会員データ
と各都道府県で把握できるデー
タとの照合が必要。
•都道府県歯科医師会の入会時
に，同窓の動向がわかるので都

道府県歯からの情報提供が有
効。
②全国的に強い同窓会組織をめざ
して
•各県別では，地域の特異性があ
るので全国的に共通的な対応策
は見いだせない。
•全国組織である日本歯科医師
会，日本歯科医師連盟，日本学
校歯科医会等には東京歯科大学
同窓がポストを得るべく活動し
ていくことは重要であるという
共通認識を得た。
•次期日学歯会長選挙に立候補さ
れる，東京都江戸川支部川本
強先生（昭和４４年卒）の選挙支
援活動を全国都道府県の協力を
得て行っていくこととする。

１２時過ぎまで時間いっぱいの活

発な協議がなされた後，冨山副会
長の閉会の辞をもって会を終了し
た。

川本 強先生（昭和４４年卒）

冨山雅史副会長
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第６回理事会

平成２８年１１月１９日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３３名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
明日，都道府県代表者会および評議員会が開催さ
れる。朝からとなるが宜しくお願いする。都道府県
代表者会の意義は，すべての都道府県から代表者に
出てきていただき，色々議論しながら同窓会のこと
を考え，また直接本部や大学を見ていただくことに
ある。評議員会と都道府県代表者会とは，各々役割
を異にしているのでご理解いただきたい。
評議員会では，来年度の予算案や，また今回は特
に共済制度が協議題に上がっている。本日も役員各
位で議論してそれぞれご意見を持ち，さらに明日の
評議員会の席で改めて考えて頂きたい。
各支部に行くと，若手会員が入ってこないため，
会員数が減少して財政的にも運営が難しくなってき
ていると言われる。本部としても支部に会員が入る
ように努力しているが，結果に結びつかないことが
ある。しかし，今後も努力は惜しまず継続してい
く。
先月１２０周年記念誌が手元に届いたと思うが，発
送に関して印刷会社の手違いで問題が生じた。早々
におわびの手紙を発送して，広報，専務が対応し
た。内容はすばらしく，同窓会のみならず歯科の歴
史がよくわかるとの評判を得ている。準会員にも配
付して東京歯科大学の伝統，先輩の偉業を伝えてい
ければと考える。

黙 祷
千葉県支部・山本裕祥氏はじめ１７名のご逝去を悼

み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２８年１０月１８日から平成２８年１２月２２日までの
日程を報告。

２）各部報告
⑴ 総務厚生部：①会費，共済負担金納入免除願
いが１件提出され，受理した旨の報告。②逝去
会員について規程により弔慰共済金を支給した
旨の報告。③罹災報告が３件提出され，罹災共
済金を支給する旨の報告。④平成２８年秋の叙勲
受章者について８件報告。⑤母校「水道橋校舎
施設設備整備資金寄付金」申込み状況報告。⑥
会務運営協議会報告。⑦ゴルフ大会委員会報
告。⑧新進会員のつどい実行委員会報告。⑨女
性会員活動推進委員会報告。
⑵ 会計部：①支部・地域支部連合会学術講演会
講師派遣交通費の支出について１件報告。
⑶ 渉外部：①渉外委員会報告。
⑷ 広報部：①広報委員会報告。②同窓会HPア
クセスレポート報告。
⑸ 事業推進部：①社会保障制度研究委員会報
告。②学術委員会報告。③TDCアカデミア
２０１６報告。④TDCアカデミア２０１７報告。⑤二
校会主催若手研修セミナー報告。
以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
東北・田島理事，関東・大野理事，東京・山口理
事，中国・野間理事，九州・田部理事より報告。

協 議 事 項
１）ホームページ「執行部宛お問い合わせフォー
ム」投稿等の対応について協議，承認。
２）東日本大震災被災者に対する平成２９年度会費・
共済負担金免除の延長２件について協議，承認。
３）過年度を含む会費・共済負担金未納者への対応
について協議，継続審議。
４）同窓会・会員間の連絡方法の見直しについて協
議，継続審議。
５）共済制度の見直しについて協議，継続審議。
６）平成２８年度都道府県代表者会について協議，承
認。
７）平成２８年度評議員会について協議，承認。
８）平成２９年度「移動理事会」について協議，承
認。詳細は会長・副会長に一任。

理事会のうごき
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高柳篤史先生

杉山精一先生

三上直一郎先生

平成２８年１１月２７日（日）午後１
時より４時まで，生憎の小雨模様
のなか４０名の出席者を迎えて上記
フォーラムが開催されました。
近年の口腔の疾病構造の変化に
より，歯科医療の役割も大きく変
化しています。そして，歯の喪失
を防止し，健康増進に繋げる予防
管理の重要性がさらに高まってい
ます。
予防管理の核となる，診断，エ
ビデンス，予防システムのそれぞ
れの視点から３名の講師に話題提
供をしていただき，最後に参加者
の皆さんでディスカッションが行
われました。
一人目はＳ６４年卒の高柳篤史先

生より「エビデンスの視点から」
という演題で講演がありました。

フッ化物配合歯磨剤のフッ化物
濃度と予防効果について，セルフ
ケアとプロフェッショナルケア，
歯周疾患と PMTC，行動変容の
きっかけなどエビデンスを良く
知って一人ひとりの患者さんに
合った効率的で効果的な予防法を
提案していきましょう，と話され

ました。
そして，歯に良いことであって
も習慣化しないと意味がない，効
果の実感がないと続けられないと
のことでした。
講演二人目はＳ５８年卒杉山精一

先生より「予防型診断システムと
診療記録の活用」でした。

システムの作り方，実際のス
タッフの仕事内容，得られた診療
記録からどのように活用している
かという内容です。
先ずは臨床データの記録として
全患者を登録する，記録項目は口
腔内写真，Ｐ検査，DMFT，歯周
病進行度，抜歯，充填，ＰとＣリ
スク，メンテナンス履歴，口腔衛
生用品など，ファイルメーカーを
使用してサーバーとクライアント
で運用するとのことでした。
そしてう蝕と歯周病の病因論に
基づいた診療体制を作り，データ
ベースから自院の成果を把握でき
るようにするのが重要とのことで
した。
最後はＳ４９年卒三上直一郎先生
より「口腔内からの情報を読み取

る」という演題でした。

三上先生は予防に根ざした歯科
医療に取り組む，生活習慣病を考
える，時間軸の流れの中で診断し
ていく，出しゃばらずにちょっと
お手伝いの気持ちでいる，など話
されました。
３名の講演が終わり参加者との
ディスカッションではかかりつけ
医やかかりつけ衛生士の重要性，
健康維持の秘訣は自分をよく知っ
てもらう，型にはめずに取り組む
ことが大切である，など予防につ
いてのちょっとしたヒントを多数
聞くことができました。

（取材・広報部 福井雅之）

TDCアカデミア ２０１６ 医療教養セミナー
口腔保健オープン・フォーラム

『予防の極意』
～診断，エビデンス，予防システムの視点から～

事 業 推 進 部

卒研リポート
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平成２９年１月１１日，武道始めが行われました。昨年は水道橋校舎新館で行われましたが，本年は昨年完
成した水道橋校舎本館西棟での開催となりました。新しく美しい本館西棟のラウンジスペースに胴着を身
に付けた学生達が集まり，今年一年の躍進を祈願し，本年も文武両道の学生生活をスタートさせました。

準会員のページ

平成２９年 武道始め開催

少林寺拳法部 弓道部 空手道部
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九州地域支部連合会

平成２８年度総会・懇親会
平成２８年１０月２２日（土），九州地

域支部連合会総会・懇親会を今年
度は福岡県支部が担当で，福岡市
のホテルニューオータニ博多で開
催しました。
来賓として同窓会本部より矢﨑
秀昭同窓会長，髙橋潤一郎常任理
事，田部和彦九州地区理事，また
母校より学長代理で大学院歯学研
究科長の櫻井 薫先生，歯科衛生
士専門学校長の井上 孝先生に出
席していただきました。
総会では連合会長の挨拶のあ
と，矢﨑会長から同窓会１２０周年
記念事業へのお礼や，母校水道橋
本館西棟建設への協力依頼等のご

挨拶を頂き，櫻井先生からは大学
の現況報告や入試の概要，国家試
験の結果等についてお話をしてい
ただきました。又，井上先生から
の挨拶では近い将来 IPS 細胞の
歯科応用により，歯科界からノー
ベル賞受賞者を出すことも夢では
ない旨のお話しに心を踊らせまし
た。最後に髙橋常任理事より同窓
会の会務報告等を受け，総会を終
了致しました。
この日は日本歯科医学会総会が
九州では初めて福岡で開催され，
九州歯科医学会総会も併催されて
いたため，全国から多くの歯科関
係者が来福，懇親会にも九州各県
はもちろん四国からも多くの同窓

の方々に出席していただきまし
た。
懇親会は田部地区理事の乾杯の
ご発声で始まりましたが，次第に
各テーブルでは学生時代の九州人
会を思い出させるように，賑やか
に大いに盛り上っていました。
最後に河野熊本県支部長からの
「熊本地震」へのお見舞に対して
のお礼や，神崎大分県副支部長か
ら次年度九地連総会の案内を頂い
た後，校歌斉唱で閉会となりまし
た。
２９年の九地連総会・懇親会は大
分県担当で，１０月１４日（土）に開
催されます。
（昭和５３年卒・永江健一 記）

支部のう ご き
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近畿地域支部連合会

第６６回近畿連合同窓会
平成２８年１１月２３日（水・祝）１２
時３０分より大阪府支部の担当でホ
テルグランヴィア大阪にて第６６回
近畿連合同窓会が開催されまし
た。大阪府支部専務理事今村隆一
先生の司会のもと，大阪府副支部
長楢本浩二先生の開会の辞で総会
が始まりました。校歌斉唱，黙祷
に続き，大阪府支部長の稲野順治
先生が大阪府支部の歴史を交えて
挨拶され，その後来賓としてご参
加いただいた矢﨑秀昭同窓会会
長，井出吉信学長，福本恵吾常任
理事のご紹介並びに挨拶がありま
した。矢﨑会長からは熊本地震被
災同窓会員への支援の状況報告と
昨年開催された創立１２０周年記念
式典の様子，並びに同窓会の現況
報告をしていただきました。井出

学長からは大学の人事や学生数，
水道橋校舎での授業の様子，事業
活動等をお話ししていただき，現
在の大学の状況を詳しく知ること
ができました。その後近畿連合同
窓会の次期当番県である兵庫県の
西村亮介支部長より挨拶があり，
大阪府副支部長若松宏幸先生の閉
会の辞で総会は無事終了しまし
た。
続いて１４時より昭和５４年卒尾松
素樹先生による講演会「私が学ん
だ東京歯科大学補綴学教室の総義
歯臨床」が開かれました。補綴学
教室の歴史を説明された後，咬合
状態の確認方法，人工歯排列・削
合，調整方法等総義歯を作成する
において臨床上大変役に立つお話
をしていただきました。尾松先生
が実際に診療された症例の初診か

ら結果までの流れと共に説明して
いただいたので，大変理解し易
かったです。経験の比較的浅い若
い先生方も興味深い様子で真剣に
聴いておられました。
講演会が終わるとホテルの写真
室にて集合写真を撮影し，その後
１６時より懇親会が開かれました。
コース料理をいただき同窓生同士
和気藹々とした雰囲気の中，余興
としてプロの歌手によるミニコン
サートもあり，大変盛り上がりま
した。楽しい時間はあっという間
に過ぎ，大阪府支部監事の田丸
秀夫先生の閉宴の挨拶にて散会と
なりました。また２年後，兵庫県
で多くの先生方とお会いできるの
を楽しみにしています。
（大阪府支部広報
平成１５年卒・髙木祥広 記）

支部のうごき
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神奈川県支部連合同窓会

平成２８年度 定時評議員会・研修
会ならびに会員懇親会開催
平成２８年１２月４日（日）午後１
時３０分よりローズホテル横浜にお
いて表記の会が開催された。
評議員会は西山 潔会長の挨拶
に続き，冨山雅史本部同窓会副会
長，井出吉信学長，大山萬夫前同
窓会会長・島村 大後援会会長に
ご挨拶いただいた。
その後，議長として関 暁子評
議員会会長が，副議長として新倉
良一評議員会副会長が登壇され，
冒頭前回評議員会以降逝去された
７名の会員に対して黙祷が捧げら
れた。その後各担当常務理事より
諸報告が行われ，慎重審議ののち
上程された全ての議案は賛成多数
で可決承認された。特に，第４号
議案の「本部における新進会員の
新設と準会員の取り扱いに関する
件について」に関しては，中島
信也専務理事より「本会では会員
種別の新設と本学学生を準会員と

して歓迎することは意義あるもの
と結論づけ，一般会員のうち本学
卒業５年までの期間は新進会員と
し，本会会費を減額する。準会員
は本学在学中の学生（本学の神奈
川県人会に所属するもの）とし，
会費，共済負担金はないものとす
る」と丁寧な説明があった。
研修会は，母校教授鳥山佳則先
生をお迎えして「地域包括ケアに
おける歯科医師の役割～歯科医療
需要の動向から～」という演題で
ご講演いただいた。
続いて山下正雄相談役の乾杯の
ご発声で開宴した懇親会では，
島村 大参議院議員の挨拶や喜寿
を迎えられた中村佳晃会員の表
彰，１００歳を迎えられた平 光雄
会員の表彰，新入会員の永野俊介
君の紹介などが行われた。
また県内在住の母校の学生さん

１９名が井出学長より紹介され，「私
は日本一の歯科医師になって見せ
る」などの力強い抱負を語るもの

もあり，会場を沸かせた。
そして「これだけよくしても
らったのだから，皆さん卒業後は
同窓会に入会して活躍するよう
に」と井出学長から諭される場面
もあった。
さらに会の途中，ビッグサプラ
イズとして，菅 義偉官房長官が
来会され，島村議員の国会での活
躍ぶりを紹介され，今後も同議員
に更なる支援をお願いされた。
宴酣となったところで恒例の校
歌を斉唱してお開きとなった。
（昭和６３年卒・渡邊宇一 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

支部のうごき
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栃 木 県 支 部

平成２８年度定時総会
平成２８年１２月４日（日）宇都宮
市のホテルニューイタヤに於い
て，平成２８年度の東京歯科大学同
窓会栃木県支部定時総会，記念講
演および懇親会が行われました。
総会は簗瀬 昇常任幹事の司会
により進められ，議事に先駆け今
年度亡くなられた会員の先生に向
けて黙祷を行いました。支部長
矢島俊助先生の挨拶，来賓の東京
歯科大学同窓会副会長 澁谷國男
先生，東京歯科大学副学長 橋本
正次先生よりご祝辞をいただき，
同窓会の現状や母校の様子をお話
いただきました。
議長 小滝正人先生の進行のも
と，議事も粛々と進められまし
た。顕彰式では，瑞宝双光章を叙
勲されました中江千万紀先生に賞
状，また長年支部長を勤めていた
だいた菊地善郎先生へ感謝状がお
くられました。
続いて行われた記念講演では

『水道橋再考』という演題にて茨
城県筑西市開業の一木 勉先生
（昭５０卒）によりご講演いただき
ました。「かけら」コレクターと
して一千棟を超える建物の最後に
立ち会われてきた先生には，様々
な資料をお持ちいただき，高山
紀齋先生，血脇守之助先生や東京
歯科大学・旧水道橋校舎について
の貴重な話や，旧水道橋校舎を設
計した森山松之助氏の話などを聞
かせていただきました。「校歌は
永遠に歌い継がれていきますが，
建物は壊されてしまった。しかし
旧校舎に込められた精神，考えた
こと，訴えていたことは語り継い
でいかなくてはいけないと思う。」
と言葉で締め括られていました。
先生のかけらコレクションは貴重
な物が多く，様々展示会に出品さ
れています。機会があれば，先生
のコレクションの実物のかけらを
通して歴史を感じてみたいと思い
ました。

その後部屋を移し，牟田具城常
任幹事の司会の元懇親会が行われ
ました。来賓の栃木県歯科医師会
会長 宮下 均先生，記念講演の講
師 一木 努先生よりご祝辞をい
ただきました。落合雅雄先生の乾
杯の音頭で宴は始まりました。和
やかな雰囲気の中，交流を深める
ことができました。
最後に恒例の平成ゴスペロール
隊先導による東京歯科大学校歌斉
唱。一木先生のご講演後でもあ
り，校歌に込められた先輩たちの
精神が受け継がれている重みを感
じながらのお開きとなりました。
（平成３年卒・柏瀬昌史：写真
昭和６３年卒・鈴木恵実：記）

支部のうごき
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千 葉 県 支 部

平成２８年１２月４日（日），京成ホ
テルミラマーレにおいて定時総会
が開催されました。千葉県支部は
本年新入会員，蛭田慎一（Ｈ１８年
卒）・杉山陽子（Ｈ１４年卒）・山倉
大紀（Ｓ５７年卒）・竹島あゆみ（Ｈ
１２年卒）・嶋田 健（Ｈ１１年卒）・
松村栄治（Ｈ９年卒）・山本 孝
（Ｈ１７年卒）の７名が加わり４４３名
という大きな組織となっており，
当日も７０名を超える先生方に参加
いただき活気のあるものとなりま
した。総会に先立ち四谷英雄先生
（東京歯科大学社会歯科学講座客
員准教授）による社保講習会，続
いて学術講演会として末石倫大弁
護士による「患者の要求への適切

な対応」と題した講演がございま
した。
総会は定刻の午後４時４５分より

開催され，高原正明支部長挨拶，
大学より来賓としておいでいただ
いた水野嘉夫理事長，大学本部同
窓会より臼井文規専務理事，市川
総合病院歯科口腔外科より野村
武史教授，そして最後に千葉県選
出の白須賀貴樹衆議院議員（平成
１２年卒）よりご挨拶をいただきま
した。
議長・副議長に選出された鳩貝
尚志先生・林 正弘先生のもと，
会務報告・新入会員紹介・平成２７
年度収支決算及び平成２９年度事業
計画・収支予算に関する議事も全

会員の承認のもと定時総会を終わ
りました。
続いて開催された懇親会では本
年，旭日小綬章の名誉に輝きまし
た浅野薫之先生（昭和４０年卒）へ
の記念品贈呈が行われました。乾
杯のご発声は柳川 昭先生にして
いただき，お楽しみの宴が始まり
ました。１時間半程度の懇親会で
したが来賓としておいでいただい
た先生方も自席に留まるだけでな
く各テーブルを回って下さり，大
変和やかな良い宴になったと思い
ます。最後に全員で校歌を斉唱し
て閉会となりました。
（昭和５５年卒・野田彰久 記）

支部のうごき
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横浜鶴見支部

１２月３日（土）午後６時より，
鶴見中央の老舗中華レストラン
「クーリン」において１０名参加の
もと鶴見東歯会忘年会が賑やかに
開催された。
鶴見東歯会は横浜鶴見支部の会
員とその主旨に賛同した他大学の
同窓と共にいつも和気藹々と活動
をしている。
定刻となり，はじめに佐藤秀夫
会長が「何と言っても平 光雄先
生の１００歳のお誕生日を笑顔いっ
ぱい祝福することが出来，またそ
の翌週には鶴見歯科医師会創立
１００周年記念祝賀会では見事な１００
歳の乾杯。お祝いづくめの年と
なった。」と挨拶。大きな拍手の

中でキリンビール横浜工場限定醸
造「横浜づくり」がそれぞれのグ
ラスに注がれ乾杯の準備万端。
森田正純先生が声高らかに乾杯の
発声をし，忘年会が始まった。こ
のビール「横浜づくり」はアル
コール６％とちょっと高め。なん
と５種類のホップが使われ，強い
個性が出そうなのに甘くフルー
ティーな香りでなんとも呑みやす
い。まさにわれわれ鶴見東歯会を
象徴したような味わい深いビール
で，鶴見で老舗のやさしい味付け
の本格中華料理にもピッタリ。会
話も弾み大いに盛り上がった。
紹興酒も入り，ほろ酔いとなっ
たところで会員の喜寿のお祝いも

行われた。今年喜寿を迎えた先生
は大食漢で有名。そこでお祝い品
は「花より団子」ということで鶴
見銘菓「よねまんじゅう詰め合わ
せ」の後で花束をお店の美人な店
員さんからそれぞれ贈呈。主役は
ご満悦で「お祝いして下さってと
てもうれしい。ここ鶴見で開業し
て半世紀になりますが，鶴見東歯
会は本当に思い出がいっぱい。こ
れからもよろしく」と謝辞を述べ
られた。
宴もたけなわであったが，最後
に吉田礎久先生の閉会の辞を以っ
て中締めとなった。
（平成９年卒・宇佐美貴弘 記）

支部のうごき
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横浜南部支部

平成２８年度総会・懇親会開催
平成２８年１２月１０日（土）１８時よ

り横浜市港南区上大岡の京急百貨
店のバンケットルーム「リヴァー
ジュ」において平成２８年度定時総
会ならびに忘年会が開催された。
総会は浅川 仁専務理事の司会
で開会され，鈴木信治支部長の挨
拶のあと，ご来賓の鶴岡裕亮神奈
川県支部連合同窓会副会長より連
合同窓会の現況と島村 大参議院
議員の政務活動等の報告を兼ねた
ご挨拶をいただいた。
引き続き会員現況報告ならびに
会務報告を浅川専務理事が，厚
生・学術報告を田中五郎理事が，
会計現況報告を甲田正治理事が
行った。
議案に移り，平成２８年度各種報
告が滞りなく満場一致で可決承認
された。
総会後，当支部恒例のミニ講演
会が行われた。今回は東京歯科大
学名誉教授藥師寺 仁
先生にお願いし，「中
国歯科事情」と題し，
中国の歯科教育の現状
と歯科治療の現状をお
話しいただいた。現
在，１年の半分を中国
で過ごされて，中国の
複数の大学で教授，名
誉教授として実際に教
鞭をとられていらしゃ
る藥師寺先生の講演
は，歯科大学の教育シ
ステムだけでなく，中
国国内の現状や，学生
の生活，また患者さん

事情等々を広く深くお話しいただ
き，日本との違いや，学ぶべき点
など日ごろ触れることのできない
情報が満載で，とても興味深い講
演となった。今回だけでなく，ぜ
ひこの続編をというリクエストも
出た。
懇親会は山下正雄相談役の乾杯
のご発声で開始された。今回はバ
ンケットルームでの開催のため，
食事は，京急百貨店のレストラン
ならどこでも選択できるシステ
ム，横浜らしく中華料理を選択
し，料理を堪能した。また食事中
浜野文夫顧問よりご自身の著書
「浜文 味の旅」の第十巻が上梓

されるお知らせがあり，そのお話
も盛り上がりながら会員それぞれ
懇親を深めたところでちょうど時
間となり，山下 誠副支部長の閉
会の辞でお開きとなった。
（昭和６３年卒・田中五郎 記）

支部のうごき
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神奈川西湘支部

神奈川西湘支部は平塚，大磯，
二宮，小田原，足柄エリアの会員
で構成される。箱根駅伝のコース
としてもお馴染みの海山の自然に
恵まれた温暖な地域で，母校校歌
を作詞した北原白秋はじめ多くの
政財界人や文人墨客がその風光を
愛したことでも知られる。
平成２８年１２月１０日（土），グラ

ンドホテル神奈中 平塚において，
支部の総会・講演会・懇親会が開
催された。
馬上富美男支部長（昭和４８年
卒）の挨拶に始まり，平成２８年７
月に逝去された宮尾尚文先生（昭
和２７年卒）を偲んで黙祷が捧げら
れた。
議事は河野孝栄議長（昭和６０年

卒）によって円滑に進行し，過年
度決算や次年度の計画，予算等の
議案は滞りなく可決承認された。
続いて，母校の福田謙一教授

（口腔健康科学講座／障害者歯科・
口腔顔面痛研究室）により「歯科
における多様化する主訴への対応
患者急変時の対応」の演題で学術
講演会が開催された。大学の現状
やご専門分野の最新の知見等を多
岐にわたってご説明いただいた。
金子 亮副支部長（昭和６２年卒）
が謝辞を述べ，懇親会場へと移
動。
懇親会では先ごろ文部科学大臣
表彰の栄に浴された山田 貢先生
（昭和３４年卒），米寿を迎えられた
天野聖造先生（昭和２６年卒），古

希を迎えられた富田汪助先生（昭
和４６年卒）と古井 瞭先生（昭和
４８年卒）にお祝いが贈呈された。
その後は，世代を超えた歓談が
広がり深まる中，時は瞬く間に過
ぎて恒例の校歌斉唱タイムとなっ
た。来賓として迎えたはずの西山
潔神奈川県支部連合同窓会長（昭
和５７年卒）が自ら音頭を取ってく
ださった校歌の大合唱（大絶叫）
により，空調以外は無風のはずの
ホテルの一室に校旗を翻らさんと
ばかりの一陣の風が吹いたかのよ
うであった。楽しかった師走の宴
も，秋山達郎副支部長（昭和５９年
卒）による挨拶で名残惜しくも閉
会となった。
（昭和５９年卒・佐々木明彦 記）

支部のうごき
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神奈川相北支部

平成２８年度総会
平成２８年１１月１２日（土），ラポー

ル千寿閣町田にて相北支部総会が
開催された。今回は，講演会の講
師として，県歯医療保険委員会委
員長の村岡輝雄先生（昭和５４年
卒）をお迎えした。総会は，関戸
幹夫支部長の挨拶に始まり議長に
は髙橋捷治先生が選出された。そ
の後，庶務報告が菅谷公一理事よ

り，会計報告が小島正裕理事よ
り，監査報告が新倉良一理事より
なされ，賛成多数で承認された。
来賓挨拶では，西山 潔神奈川
県支部連合同窓会会長から，新執
行部の抱負，本部ならびに連合に
おける今年の出来事等の話があっ
た。講演会は“保険請求，ために
なるお話”と題して村岡講師より
日常臨床における保険請求につい

ての疑問点やわかりにくい点の説
明があり，短い時間の中で密度の
濃い，本当にためになったなあと
いう思いの講演であった。懇親会
は，元支部長で先日９０才になった
渋谷利雄先生の乾杯で始まり，お
いしい食事とお酒を満喫して楽し
いひとときを過した。
（昭和５６年卒・渋谷浩一 記）

支部のうごき
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静 岡 県 支 部

平成２８年１１月２７日（日）に同窓
会静岡県支部定時総会がホテルア
ソシア静岡で開催されました。来
賓に井出吉信学長，財部正治同窓
会副会長，柳川忠廣静岡県歯科医
師会会長，松下 茂日本歯科医師
会代議員長，小澤照雄静岡県歯科
医師会副会長を迎え総会が行わ
れ，報告事項，協議事項を行い，
続いて井出学長による新しい校舎
の建設，東京歯科大学短期大学歯
科衛生学科について等大学の現状
についての説明がありました。
続いて記念公演として，昭和６０

年卒業の静岡県駿東郡清水町で開
業されている，白鳥清人先生によ

る「今，インプラント治療は？」
とのタイトルで記念講演を行って
いただきました。内容は白鳥先生
が，開業し，インプラント治療を
臨床応用してきた経過とこれから
のインプラント治療についての方
向を，より安全で，より低侵襲
に，長期的な安定に，とのはなし

でした。
講演後場所を移して懇親会を行
い，和気藹々と会話が弾み，最後
は荻原先生の指揮のもと校歌を全
員で斉唱し，１本締めで終了しま
した。
（昭和５７年卒・辻 吉純 記）

支部のうごき
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愛 知 県 支 部

平成２８年度総会，記念講演会なら
びに懇親会
平成２８年１２月４日（日）名鉄グ
ランドホテルにて平成２８年度東京
歯科大学愛知県同窓会総会，記念
講演会ならびに懇親会が盛大に開
催された。
総会では来賓として副学長の
一戸達也先生，同窓会本部より副
会長の早速晴邦先生にご臨席戴い
た。始めに成瀬 健会長の挨拶で
は，同窓会１２０周年記念誌の内容
より，同窓会設立の時の目的は歯
科医学の情報の交換，会員の親
睦，歯科医師としての品格を高め
るという三つであり，さらにこれ
からの歯科医師に求められること
は「先進性」，「グローバル化への
対応」，「リベラルアーツ」の三つ
を身に着ける事，そういう歯科医
師になれるよう同窓会で学んでほ
しいと書かれてあったことについ
て話され，愛知県同窓会でも記念
誌の発刊に向け，伝統ある東京歯
科大学同窓会の過去から未来へ繋
ぐという意気込みを話された。来
賓からの報告および総会はとどこ
おりなく行なわれ，その後，高齢
者叙勲・瑞宝双光章を受章された
昭和２５年卒業の西村秀祐先生（豊
橋市）と，文部科学大臣賞を受賞
された昭和４４年卒業の夫馬眞也先
生（江南市），昭和４６年卒業の
山田 有先生（南区）へのお祝い
があり，橋本専務より次年度から
入会される平成５年卒業今泉千浪
先生が紹介された。
記念講演会は，「あなたに逢え
てよかった」という演題で名古屋

中部地区ではテレビ・ラジオでお
なじみのパーソナリティーで，書
道家でもある矢野きよ実様をお迎
えした。大須の洋服屋で生まれ，
港区で育ち，子供の時は段ボール
の中で遊び，ばーちゃん子で育っ
た。そのばーちゃんからは「前に
生まれた人，後に生まれた人がい
て，逆さするな（先に死ぬな）」，
「戦争や殺し合いをする，そんな
バカなことは認めるでない。」等
という言葉で人間の生と死につい
て特別な思いを持って育てられ
た。その育ちからの想いと書道家
であることを生かし，現在は東日
本大震災の震災場所へ出向き，ボ
ランティア活動を行っている。
人々の想いを書にすることで，言
葉を発することに怯えてしまって
いる人々とコミニケーションを取
ることができ，心から通じ合える
ようになり，人々の心の支えとな
る活動しているという。「生きて
いる，生きて生きたい君のために」
「無敵」「想」「忘れない」等々，
震災によって心の傷を負った方々
の思いを書にすることで，多くの
人々にメッセージを伝えている。

今回，私達も直接その書を何枚も
何枚も見せていただき，被災地の
人々の思い，叫びが心に直接響き
自然と涙してしまった。これほど
までに感動的で人の心を動かす講
演を東京歯科大学同窓会で聞けた
ことは，これからの歯科医師に求
められる同窓会として，過去から
未来へと継承していく目的に通づ
るものがあるように感じた。
最後に懇親会が同会場にて行わ
れ，来賓として愛知県歯科医師会
会長の渡邉正臣会長にご出席戴い
た。９３歳になられた橋本京一先生
の乾杯で始まり，最後は小関健司
理事の指揮の下，平成卒の会員が
壇上に上がり，全員で校歌斉唱に
て閉会となった。
（平成９年卒・井上敬介 記）

支部のうごき
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愛 媛 県 支 部

平成２８年度総会・講演会・懇親会
１２月３日（土）１５：００より松山
全日空ホテル４Ｆ「ダイヤモンド
ボールルーム」にて標記会が開か
れました。関谷 栄専務理事の司
会の下，山本昌司副会長の開会宣
言に引き続き支部同窓会行事のス
ライドショーをバックに校歌斉唱
を行いました。物故会員黙祷の
後，松木建二会長の挨拶があり，
来賓の本会常任理事の髙橋潤一先
生より本部同窓会会務報告，本校
歯科保存学講座教授の古澤成博先
生より大学近況報告がありまし
た。引き続き愛媛県支部報告，議
事に入り指名された宮部英明議長
の下，すべて原案通り可決しまし
た。最後に新入会員である新田
和敏先生より自己紹介があり，
二宮 隆副会長の閉会のあいさつ

で総会は終了となりました。
短い休憩の後，講演会の始まり
です。本日の講演は東京歯科大学
歯科保存学講座主任教授古澤成博
先生に「難治性根尖性歯周炎の原
因とその対処法」という演題でお
話し頂きました。ついつい日常診
療においては忙しさにかまけてと
か，ルーチンワーク化することに
よって，基本的治療の根本の緩ん
でるところがあるということを見
直すいい機会になる講演でした。
明日からやれることも沢山ありま
したので，日常診療に変えたいと
思います。
そのあと懇親会は新たに県歯会
長，松本歯大校友会愛媛県支部
長，奥羽大同窓会愛媛県支部会
長，在校生保護者の方々を来賓に
迎え，久保田 敦先生の司会進行

で行われました。恒例のビンゴ
ゲーム，余興などで盛り上がり，
ビンゴゲームで最も高価な賞・東
歯賞（１４位）のディズニーランド
ペアチケットは兵藤正絹帛先生が
獲得されました。その後散会の後
も２次会３次会と夜遅くまで飲み
あかしていたようです。
翌日の友好同窓ゴルフコンペ
は，冷たい雨の中奥道後ゴルフク
ラブで行われ，午後から雨が強く
なる中，３ホールを残して中止と
なり，前半ハーフの成績で争わ
れ，最年長の佐藤 潔先生が最悪
のコンディションの中，IN４８で優
勝されました。寒い中のゴルフ参
加本当にお疲れ様でした。
（平成９年卒・矢野慎二 記）

支部のうごき
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踏 志 会 昭和４１年卒

卒後５１回目の総会・懇親会を今
年度は，静岡県伊豆長岡温泉「小
川家」で行った。小さな旅館を貸
切にした。今回は３８名に留まりう
ち同伴の夫人は９名だった。午後
２時過ぎ小川家の送迎バスで２１名
の方が乗車し旅館で受付を済ま
せ，昨年世界遺産に登録された伊
豆韮山反射炉を見学した。ガイド
も付き，１時間程の説明を受け旅
館に戻った。６時より総会が始ま
り上竹会長の挨拶に続き物故会員
４２名に黙祷を捧げ，事業報告，会

計報告後懇親会に入る。小さな旅
館だが全館貸切で行いカラオケ等
で盛り上がり親睦を深めた。又，
館内で二次会も行い１２時近くまで
楽しんだ。美味しい料理が沢山出
され満足した。入浴も何回もされ
たようだ。翌日は早めに帰られる
方の為，朝食の時間を合わせた。

旅館前で朝市が開かれ，多くの方
が買い物をされ１０時の送迎バスで
三島駅まで行き解散した。

（幹事 土屋善博 記）

クラス会だより

クラス会開催日程

十 期 会（昭和３７年卒） と き 平成２９年１０月２６日（木）
ところ 神奈川県湘南国際村センター

十 二 期 会（昭和３９年卒） と き 平成２９年６月１日（木）～６月３日（土）
ところ ホテル日航新潟
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飛 翔 会 昭和４６年卒

今年度クラス会は広島でと言う
事で，安芸の宮島 秋の宮島でモミ
ジの盛りの１１月２３日行われました。
皆さん広島から？電車で宮島口
へそれからフェリーで鳥居を見な
がら宮島へ。宿泊は宮島の海岸沿
いのホテルみや離宮，部屋からも
綺麗に海が見えました。
早めに来られた方は平家の清盛
が造営した朱色が映える厳島神社
を拝観。世界遺産になってからず
いぶん外国人が多くなっていました。
大鳥居もまじかに見れました。
もみじ谷を回遊，ロープウェーで
弥山に登られた方も。晩秋の紅葉
は綺麗でした。鹿も可愛くて写真
を皆さん撮られたようです。
参加者は夫婦で来られた方５組

１０名で一人の人１４名合計２４名でした。
懇親会は総会の後昔を懐かしん
で盛況でした。２次会も２１名参加
でカラオケも‼
次の日は朝食の後，三々五々島
内観光をしたり，すぐ広島に行か
れたり。世界遺産コース（宮島，

原爆ドーム間の快速艇）も就航し
ており，宮島の船着き場から直接
原爆ドームの前の川の船着き場に
行けました。錦帯橋の岩国コー
ス，呉の下蒲刈島の奥の御手洗の
とびしまコース，尾道から福山，
鞆コース…等々皆さんそれぞれに
楽しまれた様です。
今回は広島と言う事で福原，
平地がお世話を致しました。出欠
の葉書を見ますと結構体調不良の
方も居られ，仕事もリタイヤされ
ている方もおられました。私も昨
年９月に体調不良ではありません
が７０歳をきりに閉院いたしまし
た。
また全国各地で開催されれば良
いですね。来年は東京を予定され
ている様です。 （平地茂雄 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //
www. tdc-alumni. jp≫に掲載されて
います。

１ 岩城 博 １３ 角田 初枝

２ 岩本 正晃 １４ 角田 正健

３ 梅津 正喜 １５ 富樫 雅明

４ 岡本 圭三 １６ 福原 清行

５ 小池平一郎 １７ 松島 秋良

６ 小池 瑞穂 １８ 松田竹比虎

７ 佐瀬 俊之 １９ 水戸 律夫

８ 佐瀬 育子 ２０ 水戸マスミ

９ 佐藤 信之 ２１ 宮島 正義

１０ 四條 誠一 ２２ 宮島咲美子

１１ 鈴木 義博 ２３ 山田 有

１２ 田中 和夫 ２４ 平地 茂雄

飛翔会 参加者名簿

クラス会だより
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彗 星 会 昭和６１年卒

９１期生『彗星会』３０周年を祝う
１１月１２日（土）ご来賓に伊藤
彰人先生，髙野伸夫先生，田中丸
治宣先生をお招きして，東京九段
下のホテル・グランドパレス３階
「白樺の間」で１８時より記念クラ
ス会を開催。
佐藤隆仁君開会の辞，事務局か
ら彗星会現況報告，黙祷の後，
髙橋裕幸彗星会代表挨拶に続き，
お忙しい中駆けつけて下さった恩
師の先生方にご挨拶を頂戴し昔と
変わらぬ温かいエールをおくって
いただきました。体育会代表・
宮田右京君の乾杯の発声で厳かに
始まった会場が和やかな笑顔あふ
れる祝宴に変わり，唯一の大学教
員・西井 康君の母校現況報告で
大いなる変貌を遂げた母校に驚
嘆，準備委員会に２度も富山県か
ら日帰りで参加しFacebook で仲
間に広報を発信し続けてくれた
山田雅敏君の彗星会会務報告と本
会会計の残預金運用方法の提案が

あり決定。南代表で城井かおりさ
んと北代表で久米田俊次君が深い
味のあるスピーチで会場を沸かせ
てくれ，４年ぶりを埋めるように
大いに旧交を温め合いました。中
締めの鶴岡裕亮君がサプライズ・
ゲストとして１学年上の島村 大
参議院議員を紹介，ご多忙中を永
田町からのご参加で国政報告，会
場がさらに盛り上がる中で７３名の
集合写真撮影後に２次会場の２３階
ラウンジへ移動，芸能界代表とし
て現役活躍中の常木哲哉君，ス
ポーツ界代表としてトライアスロ
ンで優勝したばかりの寺田香織さ

んが臨場感あふれる実話で魅了し
てくれ，また絶望的な大病から奇
跡の復活をとげた吉村浩一君がト
リのスピーチの後，２３時に杉之内
俊郎君閉会の辞で…あれから３０年
のあの時に皆で泊まった会場は終
宴しましたが，朝４時３０分まで３
次会以降が続いたとか，当日ホテ
ルに宿泊したメンバーは朝食で後
会をしたとか楽しい知らせがあり
彗星会の絆の強さを再認した次第
です。当日のアルバムをFace-
book で公開中，次回は新潟にて
開催予定。See you again‼

（小川 浩 記）

クラス会だより
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新 葉 会 昭和６３年卒

「横浜中華街グルメの旅」と題
しました新葉会クラス会が平成２８
年１１月２３日（水・祝）に横浜中華
街 萬珍楼點心舗で１１時より開催
されました。昨年の同窓会創立
１２０周年にあわせてのクラス会（平
成２７年１１月２９日）にて今回の開催
が提案され横浜出身在住者の幹事
のもと学年副主任としてお世話に
なりました生理学講座教授 田﨑
雅和先生をお招きし同期生２５名が
集った会となりました。総会では
渡邊宇一君の司会進行により寺田
仁志君のクラス会代表挨拶から始
まり会務報告，そして今年２月に
亡くなった田中清貴君への黙祷を
奉げ在りし日の田中君を偲びまし
た。その後，田﨑先生より乾杯の
ご発声を頂き大学の現在の様子を
伺いました。暫しの歓談と参加者
近況報告で和やかな雰囲気の中，
美味しいお料理を堪能致しまし

た。今回のお料理は全部で８品。
まずは花月前菜，八珍フカヒレ
スープに続き大海老の紅白作り，
ふかひれホタテ餃子，和豚とエリ
ンギのXO醤炒め，真鯛の姿煮，
大山鶏のあんかけ炒飯蓮の葉包
み，そして密意二重奏と名づけら
れたチャイナスイーツでお料理の
最後を締めくくられました。皆さ
んそれぞれ気に入ったお料理の品
は違った様でしたが男性女性問わ
ず楽しめる内容でした。中締め挨
拶を組織・発生学講座教授 山本
仁君に頂き歓談後，記念撮影をし
てお店での懇親会を終えました。
沢山の観光客で混み合う賑やかな
活気溢れる中華街を観光しながら
移動し関帝廟を拝観，屋外での記
念撮影をいたしました。ここで一
度解散をしてお時
間のある方は引き
続き散策しながら

山下公園へ向かいマッカーサー元
帥が滞在したニューグランドホテ
ルから氷川丸と銀杏並木を見なが
ら季節を感じるひとときを過ごし
ました。山下公園からはシーバス
に乗船し赤レンガ倉庫へと移動し
ました。あいにく曇り空で肌寒い
日でしたが船内から見える横浜み
なとみらい地区やベイブリッジは
横浜らしい景色でこの季節の横浜
を楽しむ事が出来ました。赤レン
ガ倉庫周辺を散策後，再びシーバ
スにて横浜ベイクォーターに移
動，二次会を堪能し会を終えまし
た。次回開催予定は平成３０年の卒
後３０年記念クラス会です。多くの
新葉会の皆様におめにかかれる事
を楽しみにしております。

（金子育美 記）

クラス会だより

36



１１１ 期 会 平成１８年卒

１１１期クラス会（同窓会）が平
成２８年１０月９日（日），「銀座アス
ター御茶ノ水賓館」にて開催され
ました。卒後１年目での開催以来
１０年ぶりということもあり，７０人
以上の同級生が北は北海道，南は
鹿児島，さらにはカンボジアから
も集合し，学年主任・副主任の先
生方も全員ご出席頂き大変盛会と
なりました。また，クラス会開催
前には我々の卒業後に改築・新築
された水道橋病院・校舎の見学会
を行い，大きな変化を遂げて前進
している東京歯科大学の現在の姿
を目の当たりにすることができま
した。
当日は大串圭太君の司会進行の
もと，本会の発起人である吉田
秀児君による開会の挨拶の後，
１１１期学年主任であったクラウン
ブリッジ補綴学講座・佐藤 亨教
授のご挨拶を頂きました。さすが
に我々も卒後１０年以上経ち３０代半

ば以上になっているため，「歯医
者とは？」みたいな堅苦しい内容
ではなく，「健康」の大切さをテー
マにした温かい内容のご挨拶でし
た。すでに家庭を持ち子連れで参
加してくれた同級生も多数おり，
また少し腹回りも大きくなった友
人を見ると考えさせられるお話で
した。そして，副主任を代表して
口腔病態外科学講座・片倉 朗教
授の乾杯のご挨拶の後，久保周平
先生，関口一実先生，三穂乙暁先
生，渡邊弘樹先生よりご挨拶を頂
きました。
歓談の時間では久しぶりのクラ
ス会ということもあり，臼田 頌
君の名（迷）司会のもと参加者全
員にマイクを渡し「近況報告会」
を行いました。地元に帰って親の
跡を継いだ人，開業してバリバリ
稼いでいる人，大学に残ってそれ
なりの役職にもなり学生から怖が
られてる人，子育てと仕事の両立

に奮闘している人，この１１年間に
色々な人生があってみんなそれぞ
れ苦労しながら頑張ってきたと思
います。
積もり積もった思い出話や近況
報告に花を咲かせるうちに時間は
過ぎ，最後はクラス会委員長の
下島隆志君の閉会の辞と一本締め
で楽しい宴は幕を閉じました。ま
た参加者全員には小鹿恭太郎君が
長年温めていた１０年越しの卒業
記念DVDがプレゼントされまし
た。
前回の開催から気づいたら３回
もオリンピックが開催されている
ということに時間が過ぎることの
速さを痛感しましたが，今後は定
期的にクラス会を開催し東京オリ
ンピックの頃には再び同級生や学
年主任・副主任の元気な顔を見た
いと思います。それまでみんなが
「健康」でありますよう切に願っ
ています。 （大久保信貴 記）

クラス会だより
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平成２８年５月３日（火・祝）に
「東京歯科大学ラグビー部創立５０
周年記念行事」が盛大に開催され
ました。
東京歯科大学ラグビー部は昭和

４１年に同好会として発足し，昭和
４４年に部に昇格，これまでに関
東医歯薬リーグ１部優勝１回，準
優勝２回，歯学体優勝２回，三共
カップメディカルセブンス現役優
勝１回，OB優勝１回，準優勝１
回と輝かしい歴史を残して来まし
た。
記念行事は「記念試合」と「記
念式典」の２部構成で行われまし
た。
「記念試合」はリコー砧グラウ
ンドにて現役対OBで試合を行
い，良い汗を流しました。事前に
年齢や普段の運動状況を考慮し
て，試合に参加できるOB，見学
のみとするOBの希望を募ったの
ですが，見学希望としたOBも自
然とジャージに着替えてグラウン
ドに立ち，いつのまにか楕円球を
追いかけていました。２０代～７０代

までのOBがともにプレーし，往
年のプレーをした，つもりのプ
レーを披露したりで，現役時代に
戻ったような楽しい時間でした。
「記念式典」は会場をホテルメ
トロポリタンエドモントに移して
行われました。式典にはご来賓６
名，全国からOB・OGと同伴者で
８３名，現役学生１４名が出席しまし
た。
OB会長の額賀康之先生（Ｓ４７
年卒）から，創部時代の思い出を
盛り込んだ挨拶，ご来賓の大山
秀元先生（関東医歯薬ラグビー
フットボール連盟元会長），宇都宮
正幸先生（同理事長）から関東医
歯薬ラグビーフットボールリーグ
における東京歯科大学ラグビー部
の戦績と功績をおり交ぜたご挨拶
をいただきした。乾杯の後，現ラ
グビー部部長の武田友孝スポーツ
歯学研究室准教授から現在の部の
状況と部員紹介がおこなわれまし
た。
歓談中には，各年代から集めら
れた思い出の写真がスクリーンに

映し出され，話したいOB・OGが
自由にマイクを持ち，思い出を語
り，おおいに盛り上がりました。
市川グラウンド，稲毛グラウンド
でプレーしていた頃の懐かしの写
真の他に，１０周年記念の台湾親善
試合，２０周年のシンガポール遠
征，３０周年のオーストラリア遠
征，秋田合宿，菅平合宿，函館遠
征，２回目のオーストラリア遠
征，クラブ旅行などの写真も映し
出され，変わらぬ面影に大きな歓
声が上がりました。そして，現役
を代表して主将の柳生憲太郎君よ
り新入部員の紹介がなされ，温か
い拍手に包まれました。宴の最後
には参加者全員が輪になり，校歌
を合唱し現役主将の力強いエール
にて締めくくられました。
伝統ある東京歯科大学におい
て，ラグビーを通して寝食を共に
した仲間と出会えたこと，５０年目
を皆で祝えた喜びを感じることの
できた素晴らしい祝賀会となりま
した。
（平成５年卒 原 俊浩 記）

東京歯科大学ラグビー部創立５０周年記念行事開催される

OB会・グループ・サークルだより

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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予科時代は２年間に過ぎなかっ
たが終生忘れ得ぬ思い出が数多く
ある。市川病院の火災もその一つ
だ。
写真には写っていないが奥に第
３，第５病棟があった。これは私
達が予科校舎として使用していた
ものを改築したもので昭和３０年１
月１５日出火全焼した。当時予科生
であった私は市川市国分に下宿し
ていた。当時国分には民家は数軒
しかなかった。１月１５日未明「大
変，学校が火事ですよ」という下
宿のおばさんの金切声で外に出て
見るとたしかに学校の方から火の
手が上っていた。直ちに学生服に
着替え現場に急行した。火の見櫓
の半鐘の乱打が始まった。道路の
はるか前方に小柄な男の影が見え
た。同期の鷲津邦雄君（故人，卒
後東大口腔外科より癌センター勤
務，口腔癌治療の道を拓いた）で
あった。
最初新校舎から出火しているよ
うに見えたが近づくと改築したば
かりの病棟であることが判明し
た。現場に到着した直後消防隊に
よる放水が開始されたが木造の病
棟は想像以上に火の廻りが早くた
ちまち全焼した。すでに多勢の患
者が入院していたが着の身着儘で
看護婦に誘導されて本館に収容さ
れた。
消火に駆付けた予科生は私の他
前記鷲津君と小山秀雄君（同期，

現長野県開業）の３名であった。
病院玄関前で高達先生（市川病院
歯科部長）と木下隆治教授（予科
主事）に会った。木下先生はジャ
ンパー，長靴，懐中電灯持参とい
う完全武装の姿であった。病院の
近くに職員住宅があり多くの先生
方も住んでいたが皆丹前姿で茫然
自失の状態であった。木下先生に
「さすが予科主事の先生」と言う
と苦笑して「寝巻姿で外に出てみ
ると病院が火事なので腰を抜かし
氷の張った池（当時職員住宅の近
くに池があった）に滑り落ち家に
帰って着替えた」と云う話であっ
た。
私達予科生３名は木下教授の指
揮下に入り病院玄関に机，椅子を
並べ焼跡対策本部の貼紙を出して

火事見舞の来訪者や新聞記者と対
応することになり，さらに私は
大井病院長と鈴木内科部長に電報
を打つ様指示された。当時両先生
の家には電話がなかったのであ
る。病院の自転車で電報局に向っ
た。夜が白々と明けて来た。寒い
日で消火活動で濡れた学生服は凍
り付いた。「電報の方はこのボタ
ンを押してください」という小さ
な貼紙がありこのボタンを押した
けれど体がガチガチで自転車から
降ることが出来ず横転した。宿直
職員に助けられストーブにあたっ
て生気をとりもどし「サンゴ ビ
ヨウトウ ヤケタ，カンジ ヤミ
ナブ ジ 」のウナ電を打った。
病院に帰ると小山君が見舞客，
鷲津君が新聞記者の対応に追われ

すいどう ば し

市川病院の火災

水 川 秀 海（昭和３４年卒）

昭和２８年頃の市川病院と予科校舎
ジーベン会のアルバムより
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ていた。小山君は大正生れの元陸
軍軍人で鷲津君も療養生活で年を
食った人であったので病院職員の
ピンチヒッターには見えなかっ
た。後日大井病院長から私達３名
に，消火にいち早くかけつけた上
に対策本部をたち上げる等活動著
明であったとして表彰状の話が
あったが，消火にかけつけたのは
学生として当然の行動で，その後
は木下教授の指示に従ったまでと
して小山君が代表してお断りし

た。
市川病院は昭和３３年には真間川

の増水で水害にあった。「３０年に
は火攻め，今度は水攻めだ」と言
われた鈴木内科部長の言葉が印象
に残っている。
私は卒後足利赤十字病院歯科に
勤務するかたわら群大第２病理の
研究生になった。教授の大根田
玄寿先生と市川病院鈴木内科部長
は慶応大医学部の同期生であっ
た。当時足利日赤歯科部長は母校

昭和７年卒の相場市良先生で私は
昭和４３年まで勤務し浜松市で開業
した。後年，日本歯科医史学会で
慶応義塾大医学部予防歯科医学研
究所について報告するため古書店
を通じて収集した資料の中に相場
先生の蔵書があった。ご子息が銀
行マンであったので先生が他界さ
れた時売却され，それが廻り廻っ
て私の手許に来たのである。運命
の不思議を感じた。

昨年の『文藝春秋』１０月号の「満
州のいちばん長い夏」大座談会
で，征爾氏の兄，小澤俊夫（筑波
大学名誉教授）氏が「当時，父は
歯医者をしていましたが，満州に
理想の国家を造るために奔走して
おりました。・・・」と。
小澤開作先生は大正１２年，満州
（現在の中国，東北部）の長春に
小澤歯科医院を開業するが，一方

で満州青年聯盟に入り，満州事変
や満州国建設を主導した板垣
征四郎，石原莞爾らと同志とな
り，満州に王道楽土，五族協和を
スローガンに，理想の国家建設を
目指す民間のリーダーとして活躍
した。また，日本が生んだ世界的
な指揮者小澤征爾氏の父であり，
征爾氏の名前は，板垣征四郎，
石原莞爾の二人から一字もらって

付けていることからも，二人との
親しい関係が窺える。
インターネットのウィキペディ
アでは，小澤開作先生は山梨県出
身。東京歯科医専（現・東京歯科
大学）卒と記載されている。
早速，大学の同窓会名簿を調
べ，同窓会本部に問い合わせる
も，その名前はない。他に証明す
るものはないかと思い，小澤開作

世界的指揮者 小澤征爾氏の父・開作先生は東京歯科医専卒

阿 部 晴 弘（昭和４６年卒）

昭和３０年１月１５日午前５時３０分出火
第３，第５病棟が焼失した
東京歯科大学百年史より

昭和３３年９月２７日
台風による集中豪雨のため床上５３cmの浸水

東京歯科大学百年史より

すいどうばし
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先生について書かれた本を探し
た。
『昭和に死す』松本健一著，
『石原莞爾と小澤開作』田中秀雄
著には，明治３１年，山梨県西八代
郡高田村に，土木請負師の小澤
新作，キクの長男として生まれ，
高等小学校を首席で出た後，中学
校には行かず，上京して働きなが
ら，夜は東京歯科医専に通い，当
時としては最年少の１８歳で歯科医
師検定試験に合格したと記されて
いる。
当時，東京歯科医専は昼間の学
校であり，夜，通ったとすると東
京歯科医学校ではないだろうか。
東京歯科大学では東京歯科医学校
の人たちも，歯科医専の人たちと
同じ卒業生としている。だが，残
念ながら東京歯科医学校の人たち

の名前が抜けていることがある。
小澤開作先生は大正６年，歯科
医師検定試験に合格するが，厳し
い状況での労働と勉学によるので
あろう，結核を患った。しばらく
故郷で病を癒し，体力の回復をは
かると，大正９年満州に渡り，医
師になるべくシベリア鉄道で更に
ドイツを目指したが，運悪く中耳
炎になり目的を断念。大正１２年，
長春で歯科医院を開業した。
戦後は，戦前の八面六臂の活動
家とは逆に，川崎市に小澤歯科医
院を開業し，地域の人たちに慕わ
れる腕のいい歯医者として静かな
時代を送った。昭和４５年１１月２１
日，７１歳で亡くなっている。
このことについては，『父を語
る』小澤征爾編に詳しい。

赤血球 ３５７万/μL
ヘモグロビン ８．５g/dL
ヘマトクリット ２９．８％
白血球 ４，５００/μL
血小板 ２２万/μL
白血球分画
好中球 ６５．２％
好酸球 ０．５％
好塩基球 ０．３％
単 球 ６．０％
リンパ球 ２８．０％
血清鉄 １７μg/dL
TIBC（総鉄結合能） ４８７μg/dL（基準値 ２４６～３９６μg/dL）

小澤開作先生
「父を語る」小澤征爾編より

すいどうばし
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１月
１） 理事会
１月２５日（水） 第１回常任理事会

２） 委員会
１月１２日（木） 広報部広報委員会

１３日（金） 会務運営協議会
１６日（月） 会務運営協議会
１７日（火） 渉外部渉外委員会
１７日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ベーシックセミナー打合せ）
１９日（木） 総務・厚生部総務厚生委員会
２１日（土） 渉外部渉外委員会（小委員会）
２３日（月） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
２３日（月） 事業推進部学術委員会 運営委員会
３０日（月） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
３１日（火） 事業推進部学術委員会 企画会議

３） 出張
１月１０日（火） 千代田支部新年会 矢﨑会長出席

１４日（土） 東京地域支部連合会新年交歓会
矢﨑会長，他役員出席

２０日（金） 芝支部総会 矢﨑会長出席
２２日（日） 東京医科歯科大学歯科同窓会新年名

刺交換会
矢﨑会長，臼井専務理事出席

２７日（金） 浅草・下谷支部合同新年会
矢﨑会長出席

２８日（土） 富山県支部学術講演会
講師・髙野伸夫先生（母校）

４） 事業
１月１１日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１８日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

DSM
２６日（木） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

歯科臨床を語る会

２月
１） 理事会
２月２５日（土） 第１回理事会

２） 委員会
２月７日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ベーシックセミナー打合せ）
１０日（金） 広報部広報委員会
１４日（火） 渉外部渉外委員会
１７日（金） 事業推進部社会保障制度研究委員会
２０日（月） 会務運営協議会
２２日（水） 事業推進部学術委員会 エンドセミ

ナー打合せ
２８日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ベーシックセミナー打合せ）

３） 出張
２月５日（日） 日本大学松戸歯学部同窓会創立４０周

年式典・記念講演・祝賀会
矢﨑会長出席

１１日（土・祝）
岡山県支部総会学術講演会
講師・佐藤一道准教授（母校）

１１日（土・祝）
埼玉県支部新年会 財部副会長出席

１８日（土） 北多摩支部総会 ９０周年記念式典・
祝賀会 矢﨑会長出席

２６日（日） 三重県支部総会 矢﨑会長出席

４） 事業
２月８日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１５日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

DSM
２３日（木） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

歯科臨床を語る会

庶 務 日 誌
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逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 ２６ 卒 山 本 秀次郎（８８歳） 神奈川県横浜市 ２８．１２．９

●昭 ２０．９ 卒 橋 本 元（９２歳） 東京都世田谷区 ２８．１２．２

●昭 ３５ 卒 渡 邊 修 志（８１歳） 長崎県長崎市 ２８．１２．１６

●昭 ３０ 卒 中 西 亨 之（８５歳） 三重県伊勢市 ２８．１２．１５

●昭 １８．９ 卒 嶋 田 啓三郎（９４歳） 福井県福井市 ２８．１２．２２

●昭 ２０．９ 卒 上 脇 英 雄（９３歳） 大阪府羽曳野市 ２８．１２．１８

●昭 ２７ 卒 宮 内 孝 雄（８７歳） 長崎県長崎市 ２８．１２．３１

●昭 ２２ 卒 岡 田 修 二（９２歳） 愛知県西尾市 ２９．１．６

●昭 ２９ 卒 大 竹 肇（９２歳） 東京都杉並区 ２９．１．６

●平 １ 卒 賀 久 麻 織（５３歳） 東京都渋谷区 ２８．１．４

●昭 ５０ 卒 山 川 真知子（６４歳） 千葉県市川市 ２７．３．７

●昭 ５１ 卒 内 山 登美枝（６４歳） 新潟県長岡市 ２９．１．７

●昭 ２４ 卒 皆 川 清 利（８７歳） 神奈川県横浜市 ２９．１．１６

●昭 ２２ 卒 山 崎 文 男（９２歳） ２８．８．２

●昭 ３４ 卒 酒 井 潔（８１歳） 東京都大田区 ２８．１２．３０

●昭 ２３ 卒 近 常 良 孝（９０歳） 岡山県岡山市 ２９．１．２４

●昭 ３２ 卒 武 田 清（８４歳） 栃木県大田原市 ２９．１．２３

●昭 ２３ 卒 市 場 保（９１歳） 岡山県岡山市 ２９．１．２４

●昭 ２４ 卒 下 田 一 郎（９０歳） 宮城県仙台市 ２９．１．１７

●昭 ４１ 卒 鈴 木 捷 弘（７４歳） 東京都世田谷区 ２６．１１．１

●昭 ３７ 卒 片 桐 重 雄（８０歳） 神奈川県横浜市 ２９．２．２

●昭 ３１ 卒 安 藤 猛（８６歳） 北海道小樽市 ２９．２．４

●昭 ２６ 卒 高 田 敦 孟（９０歳） 愛知県新城市 ２９．２．６
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「一期一会と
は生涯にただ一
度まみえるこ
と」と辞書にあ
りますが，私に
はこれまで二回

訪れています。その一つは家内と
の出会いですが，それはさておき
中西君との話を進めます。中西君
を知ったのは旧制大学令の大学予
科の新入生自己紹介の場でした。
彼は関西弁で特徴あるアクセント
と抑揚で「伊勢から来たナカニシ
です」と大声で自己紹介をしまし
た。それが今でも耳に残っていま
す。彼とは同じクラスに配属され
たのですが，彼は山岳部，私は山
登りには全く関心のない無趣味な
男でしたので深い付き合いは無
く，ただクラスメートという仲で
大学時代の大半は付き合っていま
した。然し彼は誰彼と関係なく広
く付き合っている社交家でした。
卒業後家内と私が２ヵ月に亘る入
院を余儀なくされた交通事故のと
き奥さんも含めて２回も伊勢から
見舞いに来てくれ，また，最近で
は家内が腰痛の再手術の時もわざ
わざ伊勢から見舞いに来てくれま
した。彼は話し好きで，骨の老化
にはイワシの一日干しを１，２本
毎日食べるのがいいんだよ。今度
送ってあげるよ。歳をとったら紳
士靴は駄目だよ，ウオーキング
シューズにしなければとか，車の
免許はもう返上した，どこに行く
にも歩いて行くのだなど参考にな

ることばかり話してくれました。
その日は病院から席を移して二人
で東京駅の地下で中華料理をつま
みながら色々な話しを続けまし
た。山の話や，歯科医療の話は全
く出ませんでした。開業していて
分かったことで，地区の役員が，
偽証までして自らの保身を図り，
平気で同業者を裏切っていた，全
く許せないなどと，義憤に駆られ
て話していました。話はそれから
人間性のはなし，歴史の話，宗教
の話など次々と互いに話題を広
げ，時の経つのを忘れるほどでし
た。気がつくと二人ともこんなに
気の合った会話をしたのは初めて
だと互いに頷きあい，初めて親友
に出会ったと感激しあいました。
８４歳になって初めて得られた一
期一会でした。その後二人は旅行
などして親交を深めあいました。
８月になって彼が病に倒れ入院
したと知らされ，早速，見舞いに
行きました。思ったより元気に見
えましたが，胆のう癌とかで胆嚢
や肝臓・胃・小腸などの一部を切
除された。でも明日退院出来るか
も知れないとのことで別れまし
た。然し三日後自宅に戻った彼は
容態を悪くし，近くの日赤病院に
入院しました。数日後，彼は退院
して自宅に戻りました。
その翌日，倉橋に会いたいとの
こと，私はすぐさま伊勢まで飛ん
で行きました。彼は喜んで一緒に
食事をしたかったと言っていたの
で，夕飯と翌日の朝食を一緒にと

り（といっても彼は殆ど食べませ
んでしたが），思ったより血色も
よく，元気だったので，よかった
と安堵し，別れ際に握手しながら
衝動的に彼に抱きつき頬ずりし
て，治ったらまた旅行しようねと
元気づけて別れました。
それから，一週間後，「父は息
を引き取りました」と同窓の娘の
以穂さんから知らせを受け，驚き
ました。どうして，どうなったの
との問いに「お会いした時は，も
う，全身に癌が転移していて，痛
みもあったのでオピオイドの服用
が始まり，あまり余命がないとの
判断で，自宅に帰ることになった
のです」とのことでした。
思わず彼に抱きついて，頬ずり
して，また，会おうねと言って別
れたのは，虫が知らせたのでしょ
うか。この二日間父はとても喜ん
でいたと言われ，私も期せずして
いいことをしたなと自らを慰めま
した。
私たちの一期一会は斯くして終
わりを告げました。
彼を失った悲しみと寂しさは，
こころの奥底からこみあげるよう
な，深い寂しさと悲しみです。こ
の様なことははじめての経験で
す。
さようなら，中西君！君との思
い出は生涯忘れないよ‼

合掌
（昭和３０年卒・倉橋和啓 記）

いち ご いち え

一期一会 －中西亨之君との出合い－ �驥会（昭和３０年卒）

追 悼
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。ただし今年度に限り１０月号の締め切り
は９月１日とさせて頂きます。ご注意下さい。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１５字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２Lなど）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２６年度より，偶数月発行から年間４回（２，６，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //tdc-alumni.jp/organization/dousoukai/kouhoubu/をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数

投稿欄 内容 文字数，備考

追悼 故人の追悼文 ６００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，７００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，７００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に文字数を減らしてください。
全員の集合写真は７２０字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
３６０字相当，数人のスナップ写真は１２０字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） （昭和・平成・西暦） 年卒 ／ 期卒

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX番号 － －

投稿先
□に�印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

貼付写真枚数 枚

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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◆へんしゅうこうき ★例年と同じくインフルエンザが流行の時期に入りましたが，しかし，今年はどう
やらノロウイルスへの感染の方が頻繁に耳に入るようです。ノロウイルスは感染
後の潜伏期間が２４～４８時間とされ，症状は主に吐き気，嘔吐，下痢，腹痛などで
すが，発熱はあまりありません。従ってインフルエンザウイルスの感染症とは，
比較的見分けがつきやすいようです。感染経路としてはノロウイルスを含む糞便
やおう吐物からの手を介しての感染が多く，次いで飛沫感染，食品を介しての感
染となっています。またこのウイルスに対する抗ウイルス剤は存在しないので，
数日間の対症療法を行うこととなります。ノロウイルスもそうですが，身の回り
には様々な感染症の危険が存在します。これらに対する一番の予防法は，その感
染症についての知識を充分に学び身に付けることだと思います。私もこれを機に
あらためて勉強し直そうと思いました。
★昨年４月より，広報部広報委員会の委員を仰せつかり約８カ月が経過しました
（平成２８年１２月現在）。東京歯科大学同窓会会報の制作・編集につきましては，
今まで関わった経験が無く，全くの無知の状況からのスタートとなりましたが，
何とかご迷惑をおかけすることなく今現在を迎えることが出来ました。これも各
ご担当の先輩委員の方々のご指導や，お力添えのおかげであります。本紙面をお
借りし，厚く御礼申し上げる次第です。本誌の制作にこれほどまでに多くの方々
の並々ならぬ情熱とご努力があることを目の当たりにし，私自身も母校について
あらためて見つめ直す良いきっかけとなりました。これからも本誌のさらなる充
実と発展に向け，微力ではありますが，ご協力させて頂ければ幸いです。今後と
も宜しくお願い致します。 （末原正崇 記）

広報部広報委員会
委 員 長：昭和５３年卒 臼田 準
副委員長：昭和６１年卒 福井 雅之

：平成４年卒 西村 哲雄
：平成７年卒 山口 雅史

委 員：昭和６０年卒 奥野 圭子
：昭和６０年卒 佐々木葉子
：昭和６０年卒 皆川 雅彦
：昭和６３年卒 渡邊 宇一
：平成３年卒 島田 篤
：平成４年卒 本間 敬和

委 員：平成９年卒 末原 正崇
：平成１０年卒 横田 東生
：平成１６年卒 菅原 圭亮

協力委員：昭和５８年卒 古澤 成博
：昭和６２年卒 北村 晃
：昭和６３年卒 岩田 昌久
：平成１年卒 長岡未佐子
：平成１１年卒 片山 明彦

広報部担当副会長：昭和５７年卒 冨山 雅史
担 当 理 事：昭和５６年卒 小池 修

：昭和６１年卒 岡村美恵子

平成２９年２月２０日 印刷
平成２９年２月２５日 発行
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〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）

国試問題答え １：b，d ２：b
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